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がんばったよ！さつまいも掘り
　10月 14日（金）、せいろう幼稚園の年長組さん
が、聖籠中学校の畑でさつまいも掘りをしました。
　５月に苗を植えて、大きく育ったおいもを、蓮
潟の「浦島の会」のおじいちゃんおばあちゃんと
一緒にがんばって掘りました。

聖籠町公式 SNS

新型コロナウイルス感染症
関連情報はこちらから
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令和４年９月末現在の ●人口　13,880人（前月比＋20人） 男6,960人（＋5人）
　（外国籍除く） （前年比＋55人） 女6,920人（＋15人）

●外国人人口262人（前月比－6人） 男134人（－2人） 女128人（－4人）
●世帯数5,020世帯（外国人のみの世帯含む）人口の動き



（昨年度　88.5％）

（昨年度　1.090）

経常収支比率  82.2％

財政力指数  1.072

町税
44億5,949万円
（47.1％）

一般会計歳入

94億6,114万円
対前年度比
0.2％減

繰入金
2億495万円
（2.2%）
基金を取り崩して
予算に繰り入れる
お金

地方譲与税
1億1,397万円
（1.2％）

国が徴収した特定の税
のうち、一定の基準で
町へ交付されるもの

財産収入
2億1,987万円
（2.3％）

公有財産の売却など

その他
3億9,815万円
（4.2%）

その他交付金、分担金及
び負担金、繰入金、使用
料および手数料、地方特
例交付金、地方交付税、
石油貯蔵施設立地対策等
交付金等

町債
3億2,870万円
（3.5%）

町が金融機関等から借り
入れるお金

寄附金
2億5,814万円
（2.7%）

ふるさと応援寄附金等

県支出金
5億3,559万円
（5.7％）

使い道を特定して県が
支出する補助金など

繰越金
5億2,156万円
（5.5％）

前年度から繰り越した
お金

諸収入
3億2,270万円
（3.4％）

貯金利子や税の延滞金、
貸付金の回収金など

国庫支出金
17億57万円
（18.0％）

使い道を特定して国が
支出する補助金など

地方消費税交付金
3億9,745万円
（4.2％）

国が徴収した地方消費
税のうち、一定の基準
で町へ交付されるもの

町民一人あたりの「一般会計」の歳出額は
円です（昨年度63万 2,357円）

民生費 20万7,770円
　高齢者・児童・障がい福祉事業な
どに使われるお金

総務費  ５万5,490円
　行財政運営、徴税、選挙などに使
われるお金

土木費　５万8,803円
　道路・公園・港湾整備などに使わ
れるお金

消防費　３万2,422円
　消防団活動、防災などに使われる
お金

諸支出金　３万5,444円
　基金への積立や土地・建物（普通財
産）の取得費などに使われるお金

教育費 10万9,292円
　こども園・学校・社会教育・社会
体育事業などに使われるお金

衛生費　４万9,500円
　保健事業、ごみ処理事業などに使
われるお金

その他　６万8,947円

※人口は令和３年12月末日の住民基本台帳人口14,115人による

町議会９月定例会で令和３年度の決算が認定されました。
税金や国・県からの交付金などがどのように使われたのかを報告します。
役場総合政策課　財政係　☎ 27‐1954（直通）

歳入（一般会計）

万円（対前年度比２億 4,212 万円、 2.7%減）となり、令和４年度に繰り越した事業費の財源 7,734 万円を差し引いて、

　歳入全体における主な増減としては、財産売払収入が旧臨海西公園などの売却で対前年度比２億1,560万
円の大幅な増、町債が１億7,840万円、118.7%の増、ふるさと納税などの寄附金が１憶3,151万円、
103.9%の増となった一方、国庫支出金が昨年度実施の特別定額給付金事業完了などにより対前年度比８億
5,884万円、33.6%の減、繰越金が対前年度比１億2,858万円、19.8%の減となりました。

経常収支比率とは…
　毎年経常的に使われる経費（人件費、
扶助費、公債費など）に対して、町税
などの経常的に得られる一般財源が、
どの程度使われているかを比率で表し
たものです。
　経常収支比率は財政のゆとりを表す
もので、この数値が低いほどゆとりが
あるとされています。
※一般財源とは…使い道が決められて
　いない自由に使える収入のことをい
　います。

　地方公共団体の財政上の能力を示す
指数です。この指数が 1.0 を超えると
国からの普通交付税が配分されません
（不交付団体となります）。
　聖籠町は昭和 59 年度から不交付団体
です。

町税の内訳
固定資産税　　33億3,531万円（74.8％）
町民税（個人）  5億6,092万円（12.6％）
町民税（法人）  3億4,614万円（7.7％）
軽自動車税　　　    5,535万円（1.2％）
市町村たばこ税  1億5,012万円（3.4％）
入湯税　　　　　    1,165万円（0.3％）

町税の内訳
固定資産税　　33億3,531万円（74.8％）
町民税（個人）  5億6,092万円（12.6％）
町民税（法人）  3億4,614万円（7.7％）
軽自動車税　　　    5,535万円（1.2％）
市町村たばこ税  1億5,012万円（3.4％）
入湯税　　　　　    1,165万円（0.3％）

61 万 7,668
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特別会計とは？
特別会計決算

一般会計歳出
億87 1,838万円

教育費
15億4,266万円
（17.7％）

こども園・学校・
社会教育・
社会体育事業など

衛生費
6億9,869万円
（8.0％）

保健事業、
ごみ処理事業など

公債費
3億5,274万円
（4.0％）
町が借り入れた
お金の返済

農林水産業費
2億6,727万円
（3.1％）

農業・漁業振興、
土地改良事業など

消防費
4億5,763万円
（5.3％）

消防団活動、防災など

諸支出金
5億29万円
（5.7％）
基金への積立
（町の貯金）など

総務費
7億8,324万円
（9.0％）

行財政運営、徴税、
選挙など

民生費
29億3,267万円
（33.6％）

高齢者・児童・
障がい福祉事業など

商工費
2億6,048万円
（3.0％）
商工業の振興、
観光事業など

議会費
9,258万円
（1.1％）
議会活動

労働費
13万円
（0.0％）
雇用対策など

対前年度比
2.7％減

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出
国 民
健 康 保 険

事 業 勘 定 13億  335 万円 12億6,536 万円
施 設 勘 定 1億2,064 万円 9,897 万円

介 護 保 険 12億8,436 万円 12億2,376 万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億     37 万円 9,975 万円
県営開拓パイロット事業 1,264 万円 834 万円

下水道事業
収益的収支 7億4,413 万円  6億9,271 万円
資本的収支 2億  256 万円 4億4,021 万円

水 道 事 業
収益的収支 2億9,984 万円 2億8,819 万円
資本的収支 0 万円 4,304 万円

合　　　　　　計 40億6,789 万円 41億6,033 万円

■町債の状況
区　　　　分 令和３年度末残高

一 般 会 計 24億3,272万円
国民健康保険特別会計 1,712万円
下 水 道 事 業 会 計 50億1,726万円
水 道 事 業 会 計 3億3,073万円
合　　　　　　　計 77億9,783万円

■基金の状況（一般会計）
区　　　　分 令和３年度末残高

財 政 調 整 基 金 6億1,793万円
減 債 基 金 8,469万円
災 害 救 助 基 金 1億2,694万円
道 路 整 備 基 金 197万円
教 育 振 興 基 金 320万円
公共用施設整備基金 3,326万円
公共用施設維持基金 1億3,325万円
地 域 福 祉 基 金 3,671万円
観音の湯ざぶーん館維持基金 1,155万円
町営住宅および共同施設維持基金 2億6,237万円
ふ る さ と 応 援 基 金  2億1,310万円
国営加治川用水地区土地改良事業基金 1億2,652万円
感 染 症 対 策 基 金 0万円
企 業 立 地 促 進 基 金 2,096万円
土 地 開 発 基 金 6,410万円
国民健康保険高額療養費貸付基金 200万円
一般旅券発給等事務証紙等購買基金 50万円
合　　　　　　計 17億3,905万円

主な新型コロナウイルス対策事業
子育て世帯等臨時特別支援事業 2億5,740 万円
ワクチン接種対応事業 1億  952 万円
子育て・生活応援（ハピチケ）事業 7,576 万円
住民税非課税世帯等臨時特別支援事業

7,407 万円
暮らし応援事業 4,074 万円
新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金支給事業

3,070 万円
低所得の子育て世帯に対する特別給付金事業

677 万円
飲食・宿泊・旅客業応援事業 600 万円
感染症対策消耗品、備品等購入 487 万円

主な建設事業

 
デジタル同報系防災行政無線整備事業

1億6,268 万円

 
蓮野苔沼線道路改良舗装工事 　5,373 万円

 
中学校屋内運動場吊天井撤去工事　4,946 万円

 

中学校GHPエアコン更新工事 4,797 万円

 

亀代小学校校舎部金属製建具改修工事 4,320 万円

 

山大夫二本松線（山大夫）消雪パイプ整備事業
4,104 万円

ざぶーん館源泉送湯管改修工事 2,184 万円

令和３年度　決算報告
歳出（一般会計）

　令和３年度の一般会計決算額は、歳入が 94億 6,114 万円（対前年度比 2,092 万円、0.2%減）、歳出が 87億 1,838  
６億 6,542 万円の黒字決算となりました。

　歳出の主な内訳としては、民生費が私立認定こども園整備補助事業や子育て世帯等臨時特別支援事業な
どにより、対前年度比８億3,519万円、39.8％の増となり、全体の割合は、10.2ポイント増の33.6%とな
りました。一方、総務費は特別定額給付金事業の完了により対前年度対比14億3,128万円、64.6％の減と
なり、全体の割合は、15.7ポイント減の9.0%となりました。

　地方公共団体の会計は、本来一つの会計が原則です。
しかし、様々な行政需要が求められてきている現在、一
つの会計で処理することが難しくなってきました。
　そこで次のような特定の事業を一般会計から分けて、
わかりやすいように処理するのが特別会計です。

土木費
8億3,000万円
（9.5％）
道路・公園・
港湾整備など

3　R4.11 広報聖籠



【用語の説明】

 

率
比
断
判
化
全
健

実質赤字比率 　一般会計等における標準財政規模※1 に対する、歳入総額から歳出総額を差し引いた額の割合です。
つまり、黒字か赤字かを判断する指標です。本町は、赤字でない（黒字）ため、「－」で表しています。

連結実質赤字比率 　町の全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する割合です。本町は、赤字でない（黒字）た
め「－」で表しています。

実質公債費比率 　収入のうち、どのくらいを借金の返済にあてているかを示す指標で、資金繰りの危険度を示します。
一部事務組合、広域連合まで含めて算定します。

将来負担比率 　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債※2 の標準財政規模に対する比率で、それらの負債が将来、
財政を圧迫する可能性があるかを示したものです。

早期健全化基準 　指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政健全化計画」を策定し、自主的な改善努力による財
政健全化を行っていかなければなりません。

財政再生基準 　指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政再生計画」を策定し、国等の関与による確実な再生
を行っていかなければなりません。

資金不足比率 　公営企業の資金不足額※3 に対する事業の規模の割合を示したもので、経営状況の健全度を表してい
ます。本町は、資金不足がないため「－」と表示しています。

※１　地方公共団体の標準的な年間収入
※２　一般会計等が償還する地方債や、退職手当支給予定額等の合計
※３　収入－支出などで求められ、一般会計等の実質赤字に相当するもの 

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により地方公共団体は、健全化判断比率および資金不足比率を算定し、
監査委員の審査に付した上で議会へ報告し、住民に公表することが義務付けられています。
　それぞれの指標が、早期健全化基準、財政再生基準を上回ると、財政健全化計画、財政再生計画を策定しなければ
なりません。

　本町における令和３年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率を次のとおり公表します。

令和３年度決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率

令和３年度決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率

 1  健全化判断比率 （単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
聖籠町の比率 ― ―  9.6  13.8
早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0
財政再生基準 20.00 30.00 35.0 －

 2  資金不足比率 （単位：％）

特　別　会　計　の　名　称 資 金 不 足 比 率
下 水 道 事 業 会 計 －
水　道　事　業　会　計 －

町
籠
聖

一般会計
一
般
会
計
等

特別会計
　県営開拓パイロット事業聖籠町特別会計
　国民健康保険特別会計
　介護保険特別会計
　後期高齢者医療特別会計

計
会
業
事
営
公

　うち公営企業会計
　　下水道事業会計
　　水道事業会計

一部事務組合・広域連合
新潟県市町村総合事務組合
新発田地域広域事務組合
下越福祉行政組合

豊栄郷清掃施設処理組合
新潟県後期高齢者医療広域連合
新潟東港地域水道用水供給企業団

地方公社・第三セクター等
下越土地開発公社
株式会社　聖籠の杜
聖籠地場物産株式会社

 3  健全化判断比率等の対象範囲

率
比
字
赤
質
実

率
比
足
不
金
資率

比
字
赤
質
実
結
連

率
比
費
債
公
質
実

率
比
担
負
来
将

※公営企業会計
ごとに算定
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９
月
議
会
定
例
会
で
、
令
和
３
年
度

の
町
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
か
ら
次

の
よ
う
な
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。
議

会
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
、

検
討
・
検
証
を
行
い
、
適
切
な
執
行
と

見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

令
和
３
年
度
決
算
審
査

　

特
別
委
員
会
に
お
け
る

各
会
計
決
算
に
係
る
意
見

令
和
３
年
度

聖
籠
町
一
般
会
計

歳
入
に
つ
い
て

・  

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
に
お
い
て
、

国
・
県
な
ど
の
補
助
金
制
度
の
情
報

収
集
を
行
い
有
効
利
用
に
努
め
ら
れ

た
い
。

歳
出
に
つ
い
て

・  

長
期
に
わ
た
り
借
地
せ
ざ
る
を
得
な

い
土
地
に
つ
い
て
は
、
契
約
内
容
を

精
査
し
、
買
収
の
方
向
で
努
め
ら
れ

た
い
。　

・  

緊
急
性
の
あ
る
公
共
施
設
の
改
修
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
長
寿
命

化
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
計
画
的
に

進
め
ら
れ
た
い
。

・  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
誰
も
が
閲
覧
で
き

る
情
報
発
信
源
で
あ
る
。見
や
す
く
、

魅
力
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
改
修
さ

れ
た
い
。

・  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
が

低
い
要
因
を
分
析
し
、
申
請
を
待
つ

だ
け
で
な
く
、
利
便
性
を
宣
伝
し
、

啓
発
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
方
に
申
請
し
て
も
ら
え
る
よ
う
進

め
ら
れ
た
い
。

・  

循
環
バ
ス
の
運
行
体
系
の
見
直
し
が

さ
れ
２
年
経
過
し
た
。
現
状
で
の
利

用
状
況
を
確
認
し
、
さ
ら
な
る
改
善

に
努
め
ら
れ
た
い
。

 4  健全化判断比率等の推移（平成 24年度～令和３年度決算）

率
比
担
負
来
将

率
比
費
債
公
質
実

40

35

30

25

20

15

10

5

0

560

490

420

350

280

210

140

70

0

──将来負担比率（％）　──実質公債費比率（％）

実質公債費比率・将来負担比率 推移

※上記の数値は、3か年平均

国の管理下に置いて財政健全化を進めなければならない（35％以上）
財政再生基準

早期健全化基準

起債する場合、県知事の事前許可が必要になる（18％以上）

自主的に財政健全化を進めなければならない（25％以上）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
0 0

5.2
3.8

13.6

4.0

20.0

4.7
42.6

6.2

40.7

7.3

44.2

8.5

32.3

9.1

18

9.4 9.6

24.0 13.8

※

令
和
３
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
お
け
る
各
会
計
決
算
に
係
る
意
見
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・  

研
修
の
積
み
重
ね
が
職
員
を
育

て
る
こ
と
に
繋
が
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る

研
修
に
よ
り
、
町
民
に
寄
り
添

う
役
場
と
な
る
こ
と
を
望
む
。

・  

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
は
、
婚

姻
届
の
際
、
十
分
な
周
知
を
図

ら
れ
た
い
。

・  

高
齢
者
等
ご
み
出
し
事
業
へ
の

必
要
性
が
高
く
な
る
と
思
わ
れ

る
。
広
く
周
知
を
す
る
こ
と
で

よ
り
多
く
の
利
用
促
進
に
努
め

ら
れ
た
い
。

・   

老
人
ク
ラ
ブ
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
そ
れ
に
代
わ
る
地
域
の

お
茶
の
間
の
よ
う
に
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
の
場
が
増
え
る
よ

う
な
補
助
制
度
を
検
討
さ
れ
た

い
。

・  

各
年
度
に
よ
っ
て
町
指
定
ゴ
ミ
袋

の
発
注
枚
数
に
差
が
あ
る
。
毎
年

の
使
用
枚
数
を
把
握
し
、
計
画
的

な
発
注
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・  

健
康
づ
く
り
ポ
イ
活
事
業
は
、

小
さ
な
予
算
で
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
事
業
で
あ
る
。
今
後
も
町
に

根
付
く
事
業
と
し
て
検
証
を
重

ね
、
継
続
す
る
こ
と
を
望
む
。

・  

ざ
ぶ
ー
ん
館
の
金
銭
管
理
集
中

シ
ス
テ
ム
業
務
委
託
料
を
他
市

町
村
の
同
様
施
設
と
比
較
し
、

適
正
で
あ
る
か
検
証
さ
れ
た
い
。

・  

難
聴
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
事

業
は
、
医
師
の
診
断
書
が
必
要

な
こ
と
な
ど
を
含
め
周
知
を
図

り
、
必
要
な
人
が
助
成
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
進
め
ら
れ
た
い
。

・  

２
人
に
１
人
が
か
か
る
と
言
わ

れ
る
「
が
ん
」
は
早
期
発
見
が

重
要
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
、
が

ん
検
診
向
上
の
推
進
を
図
ら
れ

た
い
。

・  
青
年
就
農
給
付
金
制
度
の
活
用

に
よ
り
、
新
規
若
手
農
業
者
が

増
え
る
こ
と
を
望
む
。

・  

交
流
館
「
杜
」
は
コ
ロ
ナ
禍
で

も
一
定
数
の
利
用
者
は
い
る
。

今
後
さ
ら
に
町
民
が
集
う
施
設

に
な
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

・  

聖
籠
町
暮
ら
し
応
援
事
業
は
、

事
業
結
果
を
検
証
し
次
年
度
に

活
か
さ
れ
た
い
。

・  

図
書
館
の
利
用
者
、
貸
出
数
が

近
年
コ
ロ
ナ
禍
も
影
響
し
て
伸

び
て
い
な
い
。
町
民
の
心
の
健

康
を
目
指
す
た
め
に
も
、
使
命

感
と
情
熱
を
持
ち
利
用
促
進
を

図
ら
れ
た
い
。

・  

い
じ
め
防
止
等
対
策
委
員
会

は
、
い
じ
め
の
事
案
が
発
生
し

た
場
合
、
迅
速
に
議
論
で
き
る

よ
う
体
制
を
整
え
ら
れ
た
い
。

・  

使
用
頻
度
の
高
い
基
金
は
、
資

金
の
流
動
性
を
考
慮
し
保
有
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
特
定
目

的
基
金
で
使
用
見
込
み
の
低
い

基
金
は
、
そ
れ
自
体
保
有
す
る

根
拠
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　

 

令
和
３
年
度
か
ら
定
期
預
金
で

な
く
利
回
り
の
良
い
社
債
を
購

入
し
運
用
を
行
っ
て
い
る
が
、

町
民
に
対
し
そ
の
運
用
根
拠
を

明
確
に
し
、
説
明
が
で
き
る
こ

と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

 

ま
た
、
同
一
銘
柄
の
債
券
保
有
よ

り
も
分
散
運
用
、
ま
た
公
共
債
で

は
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
10

年
債
よ
り
３
、５
、７
年
債
が
適
切

と
考
え
る
こ
と
か
ら
分
散
、
期
間

短
縮
等
で
リ
ス
ク
回
避
を
行
い

運
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
基

金
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎

重
に
検
討
さ
れ
た
い
。

令
和
３
年
度
聖
籠
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・  

人
間
ド
ッ
ク
、
各
種
住
民
健
診

を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
で
病

気
の
早
期
発
見
が
で
き
、
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
る
。
今

後
も
人
間
ド
ッ
ク
、
各
種
住
民

健
診
の
重
要
性
の
啓
発
を
図
ら

れ
た
い
。

・  

町
の
診
療
所
を
か
か
り
つ
け
に

し
て
い
る
町
民
も
い
る
。
安
心

し
て
受
診
で
き
る
よ
う
診
療
所

の
医
師
と
意
思
疎
通
を
図
り
、

地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
充
実
を
望
む
。

令
和
３
年
度
聖
籠
町

介
護
保
険
特
別
会
計

・  「
汐
彩
の
郷
」
の
返
納
金
は
、

関
係
自
治
体
と
十
分
に
協
議

し
、
相
手
方
か
ら
速
や
か
に
返

納
さ
れ
る
よ
う
図
ら
れ
た
い
。

・  

介
護
保
険
料
の
未
納
が
続
く
と

介
護
保
険
を
利
用
で
き
な
い
こ

と
な
ど
の
説
明
を
十
分
行
い
、

保
険
料
の
徴
収
に
努
め
ら
れ
た

い
。

令
和
３
年
度
聖
籠
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・  

歳
を
重
ね
て
も
健
康
で
い
ら
れ

る
よ
う
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

率
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

令
和
３
年
度
新
潟
県
営
開
拓

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
聖
籠
町
特

別
会
計
（
意
見
な
し
）

令
和
３
年
度
聖
籠
町

下
水
道
事
業
会
計

・  
東
港
工
業
地
帯
に
お
け
る
各
事

業
所
の
下
水
道
へ
の
接
続
が
増

加
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
今

後
も
同
様
に
各
事
業
所
が
接
続

さ
れ
る
よ
う
啓
発
活
動
に
努
め

ら
れ
た
い
。

・  

一
般
の
未
接
続
世
帯
に
下
水
道

の
接
続
切
り
替
え
を
促
し
、
接

続
率
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・  

下
水
道
へ
の
切
り
替
え
に
は
多

額
の
改
修
費
用
が
掛
か
る
た
め
、

費
用
の
負
担
を
軽
減
す
る
さ
ら

な
る
対
策
を
考
え
ら
れ
た
い
。

令
和
３
年
度
聖
籠
町

水
道
事
業
会
計

・  

排
水
量
の
調
整
に
よ
り
、
有
収
率

が
90
・
53
％
と
な
っ
た
。
今
後
も

90
％
台
の
有
収
率
を
保
つ
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。
た
だ
し
、
排
水
量

の
調
整
に
よ
る
水
質
に
は
十
分
留

意
す
る
よ
う
図
ら
れ
た
い
。

・  

起
こ
り
得
る
災
害
な
ど
に
対
す

る
危
機
管
理
の
体
制
を
十
分
に

整
え
ら
れ
た
い
。

・  

安
心
で
安
全
な
水
の
供
給
の
た

め
、
既
連
携
の
助
成
事
業
の
ほ

か
、
さ
ら
な
る
助
成
対
策
を
講

じ
ら
れ
、
上
水
道
接
続
率
向
上

に
つ
な
げ
ら
れ
た
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
合
政
策
課

　

財
政
係
（
内
線
２
６
４
）
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）
区　分 職員数【Ａ】 給与費 １人当たり給与費

Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末勤勉手当 計【Ｂ】
令和３年度 150 人 514,016千円 74,834千円 193,796千円 782,646千円 5,218千円
（注）  1　職員手当には退職手当を含まない。

2　職員数および給与費は、特別職、派遣職員（派遣先で給与が支給されている職員）、会計年度任用職員を除く。

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（R4.1.1 現在） 歳出額【Ａ】 実質収支 人件費【Ｂ】 人件費率

Ｂ／Ａ
（参考）

前年度人件費率
令和３年度 14,115 人 8,676,416千円 669,721千円 1,459,824千円 16.8％ 16.5％

令和 3年 4月 2日から令和 4年 4月 1日までにおける運用 管理職員 一般職員
イ　人事評価を活用している ◯ ◯

活用している昇給区分 昇給可能な区分 昇給可能な区分昇給実績がある区分 昇給実績がある区分
◯

◯

◯ ◯上位、標準、下位の区分
上位、標準の区分
標準、下位の区分
標準の区分のみ（一律）

活用予定時期
ロ　人事評価を活用していない

（3）職員数に関する状況（令和 4年 4月 1日現在）
①部門別職員数の状況 

昇給への人事評価の活用状況

①常勤職員 ①常勤職員 

②非常勤職員（フルタイム会計年度任用職員） 3人 

②非常勤職員
（フルタイム会計年度任用職員） 4人 

　
区　　分 職 員 数 増減数 主な増減理由部　　門 R3 R4

一般行政部門

議 会 3 3 0
総務企画 33 36 3 業務量に応じた職員数の見直しによる増

業務量に応じた職員数の見直しによる減税 務 9 8 △ 1
民 生 18 17 △ 1 異動による減

欠員補充による増衛 生 11 12 1
農林水産 8 8 0
商 工 3 3 0
土 木 11 11 0
小　 計 96 98 2

特別行政部門 教 育 57 59 2 課の新設による増
小　 計 57 59 2

普通会計合計 153 157 4

公営企業等
会 計 部 門

上下水道 6 6 0
その他 11 11 0
小 計 17 17 0

合　　　計 170 174 4
（注）職員数は一般職に属する職員数（会計年度任用職員を除

く。）であり、地方公務員の身分を保有する休職者・派遣
職員などを含みます。

（1）退職者の状況（令和 3年度）

退職者数内訳 定年退職 勧奨退職 その他退職 計
一般行政職 1 1 6 8
専 門 職 - - - -
教 育 職 - - 4 4
技能労務職 - - - -

計 1 1 10 12

人事行政の運営状況
　聖籠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成 17年聖籠町条例第 15号）の規定により、
人事行政の運営状況等について公表します。

 3. 職員の給与の状況   

2. 職員の人事評価の状況   

（2）採用者の状況（令和 4年 4月 1日）

採用者数内訳
一般行政職 11
専 門 職 1
教 育 職 4
技能労務職 -

計 16
（注）採用者数には、再任用職員を含みます。

②年齢別職員構成の状況 　

区分
20

満
未
歳

20

23
歳

24

27
歳

28

31
歳

32

35
歳

36

39
歳

40

43
歳

44

47
歳

48

51
歳

52

55
歳

56

59
歳

60

上
以
歳 計

数
員
職 R4.4.1 1 7 16 15 23 19 15 16 26 13 13 10 174

R3.4.1 0 2 13 21 25 13 12 20 27 11 12 14 170

1. 職員の任免および職員数に関する状況   
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

107
105
103
101
99
97
95
93

94.5
96.1

H28H23 H24 H25 H26 H27

103.6

104.5

96.7 95.3

H29

95.9

H30

96.7

H31

96.4

R2 R3

96.3 96.1

  ④ その他の主な手当

手　当　名 内容および支給単価 支給実績
（令和３年度決算）

支給職員1人当たり平均
支給年額（令和3年度決算）

扶 養 手 当 扶養親族ある職員に対して扶養区分に応じた額を支給 16,059 千円 236,157 円
住 居 手 当 借家等の場合は家賃に応じた額を支給（27,000 円を限度） 6,117 千円 265,960 円

通 勤 手 当 ２km以上の距離を自動車等で通勤する職員に対し通勤距離に
応じた額を支給 9,081 千円 62,628 円

管理職手当 課長、室長、事務局長に月額 33,200 円、参事、園長に
24,900 円支給 12,448 千円 518,663 円

  ③ 特殊勤務手当
支給実績（令和３年度決算） 153 千円
支給職員１人当たり平均支給年額
（令和３年度決算） 12,775 円
職員全体に占める手当支給職員の割合
（令和３年度） 6.9％
手当の種類（手当数） 10 種類

主な手当の名称
税徴収手当、税滞納処分手
当、除雪作業手当、用地交
渉手当、死体検案手当

  ② 時間外勤務手当・休日勤務手当

支給実績（令和３年度決算） 40,668 千円

職員１人当たり平均支給年額
（令和３年度決算） 269 千円

支給実績（令和２年度決算） 35,672 千円

職員１人当たり平均支給年額
（令和２年度決算） 238 千円

（6）職員手当の状況
  ① 期末・勤勉手当、退職手当の状況（令和 3年度）

区　分 聖　　　籠　　　町 国

期末・勤勉手当
（支給割合）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
・ 6 月期 1.275 月分 0.925 月分 1.275月分 0.95 月分
・12月期 1.175 月分 0.925 月分 1.125 月分 0.95 月分
 　　　計 2.45 月分 1.85 月分 2.4月分 1.90 月分
・1人当たり平均支給額（令和 3年度）　　　　　　　　1,350千円
　職階上の段階、職務の級等による加算措置有り
　役職加算（5～ 15％）

退職手当

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
・勤続 20年 19.6695 月分 24.586875 月分 19.6695 月分 24.586875月分
・勤続 25年 28.0395 月分 33.27075 月分 28.0395 月分 33.27075 月分
・勤続 35年 39.7575 月分 47.709 月分 39.7575 月分 47.709 月分
・最高限度額 47.709 月分 47.709 月分 47.709 月分 47.709 月分
・加算措置 定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

（割増率 2～ 20％） （割増率 2～ 45％）
・1人当たり支給額（令和 3年度） 9,256千円

　　※退職手当支給率は令和 4年 3月 31日に退職した場合のものです。

（5）一般行政職の級別職員数の状況（令和 4年 4月 1日現在）
区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比 区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事 15  9 .1% ４級 係長、主幹 22 13 .4%
２級 主事 48 29 .3% ５級 課長補佐、副参事 26 15 .9%
３級 主任 32 19 .5% ６級 課長 21 12 .8%

（注）１　給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
　　 ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

（4）職員の平均給与月額、初任給等の状況
 ① 職員の平均年齢、平均給料月額および
　 平均給与月額の状況（令和 4年 4月 1日現在）
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 42.6 歳 299,400 円 350,800 円
技能労務職 47.8 歳 292,000 円 313,300 円

（注）  1「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均。
       2「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもの。

② 職員の初任給の状況（令和 4年 4月 1日現在）
区　　分 聖 籠 町 新 潟 県 国

一般行政職 大学卒 182,200 円 188,700 円 182,200 円
高校卒 150,600 円 154,900 円 150,600 円

技能労務職 高校卒 147,900 円 152,700 円 －

（3）ラスパイレス指数の状況（各年 4月 1日現在）
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す数値です。

※平成24・25年値は、国家公務員の時限的な給与特例法により減額された給与水準を100とした場合の数値であり、給与特例法がないと
した場合の数値は、【参考値：95.7（H24）、96.5（H25）】です。

職階上の段階、職務の級等による
加算措置有り
役職加算（5～ 20%）、管理職加算
（10～ 25%）
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5. 職員の休業に関する状況  

（2）年次有給休暇の状況（令和 3年一般職員実績）
　年次有給休暇は、１の年（暦年）ごとに20日付与され（中途
採用者を除く。）、20日を超えない範囲内で残日数を翌年に繰り
越すことができます。

総取得日数 全対象職員 平均取得日数
848.0 日 81人 10.5 日

※令和 3年中の採用者、退職者、派遣職員、育児休業者、休職者を除く。

（1）育児休業の状況（令和 3年度実績）
性別 育児休業者数 部分休業者数
男 － －
女 2 －

※令和 3年度に新たに育児休業を取得した職員。

（1）勤務時間の状況（令和 4年 4月 1日現在）
１週間の正規の
勤務時間

１日の正規の
勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38 時間 45分 7時間 45分 8：30 17：15 12：00～13：00

（7）特別職の報酬等の状況（令和 4年 4月 1日現在）
区　　分 給料等月額 期末手当

給　　　料
町 長 651,200 円
副 町 長 587,700 円 6月期 1.625 月分
教 育 長 544,350 円 12月期 1.625 月分

報　　　酬
議 長 311,000 円 計 3.25 月分
副 議 長 254,000 円
議 員 230,000 円

　服務規律遵守のための取組み
　・年末年始における綱紀粛正に関する通知　　・選挙における服務規律の確保に関する通知

　令和 3年度末退職者の再就職状況（令和 4年 4月 1日現在）は以下のとおりです。

7. 職員の服務状況（令和 3年度）  

8. 職員の退職管理の状況（令和 3年度）  

（1）分限処分の状況
　分限処分とは、法律または条例に定められた事由に該当した場合に、
職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす処分のことを
いい、地方公務員法第 28条に規定されています。
　分限処分には、降任・免職・休職・降給の４種類があります。

処 分 事 由 降任 免職 休職 降給
勤務実績が良くない場合 － － － －
心身の故障の場合 － － 8 －
職に必要な適格性を欠く場合 － － － －
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合 － － － －

刑事事件に関し起訴された場合
条例で定める事由による場合

－ － － －
－ － － －

（2）懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その
責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、地方公務員
法第 29条に規定されています。
　懲戒処分には、戒告・減給・停職・免職の４種類があります。

処 分 事 由 戒告 減給 停職 免職
法令に違反した場合 － － － －
職務上の義務に違反し、または
職務を怠った場合 11 － －

全体の奉仕者たるにふさわし
くない非行のあった場合 － － － －

6. 職員の分限および懲戒処分の状況（令和 3年度）  

4. 職員の勤務時間その他の勤務条件  

実施主体 研　　修　　名 受講者数

新潟県自治
研修所

階層別研修（主任、係長、課長補佐、課長級） 23

専門研修（法制執務、行政法、コーチング等） 14

新潟県市町村
総合事務組合

階層別研修（新採用、一般研修） 8

専門研修（情報公開・個人情報保護、住民協働等） 5
新発田地域
広域事務組合 広域事務組合構成市町職員研修 中止

新発田市 DX研修 2

ICT基礎研修 3

新採用職員後期研修 4

聖籠町 人事評価研修（評価者・被評価者） 27

9. 職員の研修の状況（令和 3年度）  

10. 職員の福祉および利益の保護の状況（令和3年度）
区　分 事業名 事業概要

厚生制度

定期健康診断 定期健康診断、事後指導、ストレス
チェック

人間ドック １日人間ドック
健康増進教育 健康相談

健康づくり事業 メンタルヘルス研修

元気回復事業 ※新型コロナウイルス感染症の影
　響により未実施

共済制度
（新潟県市町村職
員共済組合事業）

短期給付 保健給付（医療保険）、休業給付等
長期給付 退職共済年金、障害共済年金等
福祉事業 貸付事業、保健事業等

区 分 人数
民間企業等に再就職 3
聖籠町に再就職 1
再任用職員 1
会計年度任用職員等 0

聖籠町以外の公務員 4
合　　計 8

（新発田市・胎内市・
聖籠町定住自立圏共
生ビジョン職員研修
会共同実施事業）
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　～ 11月は児童虐待防止推進月間です～

①児童虐待には４つの種類があります

■ネグレクト（保護の怠慢・拒否）
・病気になっても病院に連れて行かない
・乳幼児を家に残して外出する
・ひどく不潔にする
・食事を与えない
・車の中に放置する　など

■身体的虐待
・殴る、蹴る、叩く、投げ落とす
・激しく揺さぶる
・やけどを負わせる
・溺れさせる
・戸外に長時間締め出す　など

■心理的虐待
・無視する
・言葉で脅す
・きょうだい間で差別する
・面前DV
・家族の悪口を吹き込む　など

■性的虐待
・性交渉、性的行為を強要する
・子どもに性器や性行為を見せる
・子どもの性器を触る
・子どもに性器を触らせる
・ポルノグラフィーの被写体にする　など

発　達
・ 言葉の習得や学習の遅れ　など

身　体
・ 暴力の後遺症
・低栄養による栄養失調
・低身長
・低体重
・脳の一部が変形　など

こころ
・他人とのかかわりが困難
・強い不安感がある
・情緒不安定になる
・自己否定感が強まる　など

● 大人になってからも精神的な問題が続いた
り、虐待体験がトラウマ（心的外傷）とな
る

行　動
・対人関係のゆがみ
・自傷行為
・暴力を振るう　　など

● 周りの人を傷つける、反社会的な行動をと
るようになる

など

前頭前野
が委縮

暴言で
聴覚野が変形

②虐待が及ぼす影響は？ ～子どもの成長や発達に多くの影響を与えます～
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　ひとりで悩まないで！　
③聖籠町でも起きています！

④気づいてください！親と子の SOSサイン

　虐待を受けている子どもやその親は何らかのサインを出しています。特に虐待を受けている子どもは自
分から「助けて」とは言いづらいものです。その親も虐待の事実を他人に言うことは、ほぼありません。

地域で気になる子育て家族がいたら、ちょっと気に留めてみてあげてください。

地域全体で見守り、
支えていくことが大切です！
やさしくひと声かけてください。

・ 毎晩のように長時間子どもの泣き声が聞こえる
・ 親の怒鳴る声や物を投げつけるような音がする
・ 子どもがいるのに、姿をめったに見かけない

家庭の様子

聖籠町子ども家庭相談センター ☎ 27-7082
聖籠町保健福祉課 ☎ 27-6511
新潟県新発田児童相談所 ☎ 26-9131
児童相談所全国共通ダイヤル ☎ 189（いちはやく））

ひとりで悩まず相談を！

・不自然なあざがある
・いつも服装や身体が不潔
・ 夜遅くまで外で遊んでいる、家に帰りたが
らない
・笑顔がない、喜怒哀楽の表情が乏しい
・攻撃的で乱暴な行動が見られる
・食べ物に過度な執着をもつ
・性に対する極端な関心や拒否感が見られる

子どもの様子 困っている
ことはない？

・近所や地域の中で孤立している
・頻繁に子どもを家に残して外出している
・ 子どもが病気やケガをしていても医者に連れ
て行かない

・子どもや家族の不満をよく口にしている

親（保護者の様子）
子育て大変ね

こんにちは

　県内では虐待件数が過去最高の件数となっています。聖籠町では令和３年度は前年度に比べて虐待件数
が減少しています。虐待の４種類別では、県同様「心理的虐待」が最も多くなっています。
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500

0
38 30 31 44 16

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

2,158

2,793

3,489 3,336 3,505 9
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1

0

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
4 8 4

身体的虐待 性的虐待 心理的虐待 保護の
怠慢・拒否

887

21

2,080

517

折れ線グラフ：新潟県内児童相談所虐待件数　棒グラフ：聖籠町虐待件数

児童虐待相談件数の推移（単位：件） 令和３年度虐待種類別相談件数（単位：件）
出典：新潟県報道資料・福祉行政報告例
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賞　　名 団　体　名

最 優 秀 賞 ㈱イシイコーポレーション
チーム浜防風

優 秀 賞
図書館ネットiせいろう
蓮潟自治会
㈲ヒグチ不動産

奨 励 賞

愛花の会
㈱岩測設計
㈱聖籠第一設備
聖籠町老人クラブ緑会
外畑フラワー会
日本ケミコン㈱新潟工場
丸潟花クラブ
桃山集落

　㈱イシイコーポレーション様は第１回以来、チーム浜防風様は初めての
最優秀賞の受賞となりました。受賞された皆さまおめでとうございます。
　また、コンテストに参加されなかった団体の皆さまも日々町の環境美化
活動に取り組んでいただき大変ありがとうございます。各団体の取り組み
は町ホームページに掲載していますので、ぜひご覧ください。

◎受賞された団体（敬称略、順不同）

【㈱イシイコーポレーション】
　環境美化活動を実施したことで、社内
での美化意識が向上し、道路上のゴミの
ポイ捨ても減少しました。

【チーム浜防風】
　活動中に通行人の方から「きれいです
ね」「ありがとう」と言ってもらえて嬉
しかったです。

町を花でいっぱいに !
聖籠環境美化コンテスト受賞団体決定聖籠環境美化コンテスト受賞団体決定聖籠環境美化コンテスト受賞団体決定

→
受
賞
式
に
出
席
さ
れ
た
団
体
の
皆
さ
ま

写
真
右
か
ら
、(

有)

ヒ
グ
チ
不
動
産
様
、
チ
ー
ム

浜
防
風
様
、（
株
）イ
シ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
様
、

西
脇
町
長

町ではこのような環境美化
に取り組む団体を募集して

います。

　町が管理する道路、公園・緑地等の公共施設内で行う「聖籠さわやかクリーンサポート事業」に取り組むボラ　町が管理する道路、公園・緑地等の公共施設内で行う「聖籠さわやかクリーンサポート事業」に取り組むボラ
ンティア団体の花いっぱい活動に対して、「聖籠環境美化コンテスト」を行いました。５回目となる今回は 13団ンティア団体の花いっぱい活動に対して、「聖籠環境美化コンテスト」を行いました。５回目となる今回は 13団
体より申し込みがあり、審査の結果、各賞が決定したことから 10月 14日（金）に授賞式を行いました。体より申し込みがあり、審査の結果、各賞が決定したことから 10月 14日（金）に授賞式を行いました。

お問い合わせ　役場ふるさと整備課　都市計画係（内線 233）
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SGマーク

実用性・安全性を重視したSG
基準に適合している製品に貼
付。人的損害に対する賠償制度
も設けられている。
（一般社団法人製品安全協会） PSEマーク

電気用品安全法の基準に適合
している電化製品に貼付。国内
で販売されるモバイルバッテ
リーは貼付が義務。
（経済産業省）

STマーク

業界が定めた安全基準に適合
している14歳以下の子ども向
けおもちゃに貼付。対人・対物
責任補償共済に加入している。
（一般社団法人日本玩具協会） 技適マーク

電波法に基づく技術基準適合
の証明。このマークがないスマ
ホ・Bluetooth機器・Wi-Fiルー
ターは国内使用不可。
（総務省）

BAAマーク

業界が定めた自主基準に適合
している自転車に貼付。生産物
賠償責任保険に加入している。
（一般社団法人自転車協会）

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

役場町民課
消費生活センター
☎27-1958（直通）

※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

令和4年11月
145

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

  【事例】
　クレジットカードを複数枚使ってオン
ラインゲームの課金を繰り返し、すべて
のカードを限度額まで使った。請求書が
届いたが放置していたら、弁護士から督
促状が届いた。お金がなく支払えない。
どうすれば良いか。

（当事者：学生　男性）

● クレジットカードは、あなたへの信用に基づいて発行されるものです。　
必ず支払える範囲内で利用しましょう。
● 支払いができず延滞すると、事業資金の融資を断られたり、住宅ローンが
組めないなど、将来の人生設計に大きな影響をおよぼす恐れがあります。

●あまり使わないカードも、年会費の引き落としに気をつけましょう。
●カード番号やパスワードは人に教えたりせず、しっかり管理しましょう。

子どもサポート情報より

　私たちの身の回りには様々な製品がありますが、特に子どもに関しては「より安全なもの・安心でき
る保証のあるものを使わせたい」と考える方が多いと思います。
　製品の安全・安心の基準は、国や自治体、業界団体などが定めています。どういったマークがあるか、
どんな意味があるかを知り、商品を選ぶ時の目安にしてください。（下記は一例です）

ボクの持ち物には
どんなマークがついているか、
調べてみようっと。

サンタさんも要チェック！

消 費 生 活
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交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27－2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.246

今日も一日交通安全

　令和４年９月 13日（火）、新潟テルサで開催された県民交通安全フェアにおいて、
「新潟県交通安全功労者」の表彰が行われました。
　交通安全に対する長年の活動が評価され、町専門交通安全指導員の新保イミ子
さんが「交通安全知事表彰」を受賞し、町交通安全母の会副会長の中島穂

ほ

美
み

子
こ

さ
んが「交通安全対策連絡協議会長表彰」を受賞しました。これからも交通事故防
止対策にご協力をお願いします。

　
町
や
交
通
安
全
団
体
の
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
受
賞
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
防
止
対
策
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
！

　
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ま
の
協
力
の
も
と
、

交
通
安
全
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　専門交通安全指導員　
　新保　イミ子さん（山三賀） 　母の会副会長　

　中島　穂
ほ
美
み
子
こ
さん（網代浜）

　９月 30日（金）、秋の全国交通事故防止運動の一環と
して、新発田警察署、町議会、新発田地区交通安全協会、
新発田地区交通安全協会聖籠支部、町交通安全母の会、
聖籠町から総勢 110 名の参加による、町内一斉街頭指導
を行いました。
　町内 50 箇所で、登校中の児童・生徒に「道路を横断
する時は左右をしっかり確認してね」と交通安全を呼び
かけました。

　９月 25日（日）、PLANT-4 聖籠店において、新発田
警察署、新潟北警察署、町交通安全母の会の合同による
交通事故防止の呼びかけを行いました。
　買い物帰りのお客様にシートベルト・チャイルドシー
ト着用を呼びかけ、また、夜光反射材を活用していただ
くよう反射タスキを手渡しました。

チャイルドシート、
ガチャンと
しめるよ

　交差点では、確実な一時停止と左右
の安全確認を行いましょう。
　①停止線で停止
　②見せる停止
　③確認の停止
　自動車・自転車は早めのライト点灯、
歩行者は夜光反射材の活用をお願いします。

冬道の運転にむけて、
 早めの準備をお願いします。

区分
年

８月
（うち高齢者数）

１月～８月累計
（うち高齢者数）

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

令和４年 5
（3） 0 6

（1）
17
（6） 0 22

（2）

令和３年 0 0 0 12
（6） 0 16

（5）

増　減 5
（3） 0 6

（1）
5
（0） 0 6

（－ 3）

‼

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

町の交通事故発生状況
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総
務
課

９
月
15
日
（
木
）

■
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
開
催

　

特
別
職
の
給
料
の
据
置
き
を
答
申

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
（
髙
松
利

樹
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
な
ど
の
給
料
削
減
の
た
め
の

特
例
条
例
（
聖
籠
町
長
等
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
）
の
適
用
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
常
勤
特

別
職
の
報
酬
に
つ
い
て
諮
問
を
受

け
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
の
給
料
を
据
え
置

く
こ
と
が
適
当
と
の
答
申
を
行
い
ま

し
た
。町

民
課

９
月
16
日
（
金
）

■
令
和
４
年
度
第
２
回

　

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
運
営

 

協
議
会
開
催

　

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
は
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
予

算
執
行
や
運
営
に
つ
い
て
、
有
識
者

や
町
民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
し
適

切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
調
査
や
審

議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
２
回
目
と
な
る
協
議
会

で
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

 

・ 

令
和
４
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

（
案
）
に
つ
い
て

 

・ 

令
和
３
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
決
算
状
況
に
つ
い

て長
寿
支
援
課

９
月
18
日
（
日
）

■
町
の
福
祉
向
上
の
た
め

　

 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

か
ら
福
祉
器
具
贈
呈

　

学
校
法
人
国
際
総
合
学
園
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
て
福
祉

器
具
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
町
に
歩

行
器
（
１
台
）
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

福
祉
器
具
の
寄
贈
は
、
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
同
校
が
毎
年
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
年
で
15
年
目
と

な
り
ま
す
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
歩
行
器
は
、
町

民
へ
の
貸
出
用
器
具
と
し
て
保
健
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
、
有
効
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

教
育
未
来
課

９
月
15
日
（
木
）

■
令
和
４
年

　

聖
籠
町
教
育
委
員
会

 

第
９
回
定
例
会
開
催

 

・ 

職
員
の
分
限
休
職
処
分
の
決
定
に

つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

 

・ 

職
員
の
職
場
復
帰
の
決
定
に
つ
い

て

　

以
上
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
定
例
会
の
議
事
録
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

農
業
委
員
会

９
月
30
日
（
金
）

■
農
業
委
員
会
第
25
期

 

第
７
回
総
会
開
催

 
・ 
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
１
件

 

・ 

農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
２
件

 

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

 

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る（
利

用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理
権
）

申
出
審
査
に
つ
い
て
・
・
・
10
件

　

以
上
４
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

町
の
動
向

町
の
動
向

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

▲ 試合前のセレモニーで、福祉器具の贈呈を受
ける小野長寿支援課長（左）

▲ 髙松会長（右）から西脇町長（左）へ答申書
が手渡されました

役
場
休
日
・
夜
間
窓
口

当
分
の
間
変
更
し
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
状

況
を
み
な
が
ら
、
11
月
か
ら
当
分
の

間
、
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ま
だ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
済
ん
で
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
受
付
で
き
る
業
務
な
ど
詳

し
く
は
町
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

役
場
１
階　

町
民
課

【
11
月
の
休
日
役
場
窓
口
】

11
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

　
　
　
26
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

【
11
月
の
夜
間
窓
口
】

11
月
２
日
（
水
）
午
後
８
時
ま
で

　
　
　

16
日
（
水
）
午
後
８
時
ま
で

役
場
町
民
課
（
内
線
１
１
１
）

15　R4.11 広報聖籠



INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図　書　館　　☎27－6166
町保健福祉センター
　保健福祉課　☎27－6511
　長寿支援課　☎20－7433
上下水道課　　☎27－5141
（上水道管理棟）
診　療　所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O RM A T I O N

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

11  月   の   行   事
《相談事業》

ところ　役場１階会議室
◆行政相談
　８日（火）午前 10時～11時 30分
　 役場総務課（内線 225）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談（随時開催）
◆無料弁護士相談
　24 日（木）午後１時～４時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎ 28-7110

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　14日（月）午後１時 10分～
○２歳６か月児歯科健診
　15日（火）午後１時 10分～
○３歳児健診
　24日（木）午後１時～
○乳児健診
　25日（金）午後１時～

◆学級
○育児学級
　８日（火）午後１時 15分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎ 27-6511
※ 急きょ、中止または延期する場合は、
その都度対象者へご連絡します。

結婚50年「金婚ご夫婦」を
お祝いします

　結婚 50 年を迎えられたご夫婦に町からお祝い品を贈呈
します。
　申し込みが必要なので、ご希望のご夫婦は、下記のとお
りお手続きをお願いします。

【対　　象】 町内に住所を有し、昭和 47年４月１日から昭
和 48 年３月 31 日までの間に婚姻届を提出し
たご夫婦

【お祝い品】ざぶ～ん館ご利用優待券
【申込期限】11 月 25 日（金）　※ 12月中旬頃に郵送します。
【申込方法】   ・ 長寿支援課（保健福祉センター内）窓口にて、申込書に住所、氏名、

年齢および婚姻年月日をご記入ください。　
　　　　　   ・ 老人クラブ加入者は別途取りまとめが行われていますので、聖籠

町老人クラブ連合会事務局（☎ 28-7110）へ直接お問い合わせく
ださい。

・ 長寿支援課（保健福祉センター内）　高齢福祉係　☎ 20-7433

【
11
月
の
土
曜
診
療
】

　
11
月
12
日（
土
）　

午
前
の
み

　
　
　

26
日（
土
）　

午
前
の
み

【
11
月
の
休
診
日
】

　
11
月
10
日（
木
）　

午
後
の
み

　
　
　

24
日（
木
）　

午
後
の
み

　

ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

 

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診

療
所

　

☎
２
７-

１
２
３
４

町
診
療
所
か
ら

町
診
療
所
か
ら

  

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

11
月

１
日　

町
村
会
役
員
会

　
　
　

 

新
潟
県
町
村
自
治
に
関
す

る
研
修
会

　
　
　

 

町
村
長
と
町
村
議
長
と
の

意
見
交
換
会

２
日　

 

羽
越
本
線
高
速
化
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

３
日　

２
０
２
２
文
化
祭
開
祭
式

　
　
　

文
化
の
日
記
念
式
典

４
日　

 

聖
籠
町
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会

　
　
　

聖
籠
町
除
雪
対
策
協
議
会

　
　
　

 

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組

合
議
会

７
日　

 

敬
和
学
園
大
学
地
域
学
講
義

　
　
　

 

こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り
を

考
え
る
意
見
交
換
会

８
日　

Ｅ
Ｍ
Ｓ
環
境
内
部
監
査

10
〜
12
日　

 

み
な
と
オ
ア
シ
ス
の

集
い 

in 

八
幡
浜

14
日　

亀
代
地
区
合
同
陳
情

15
日　

 

聖
籠
町
情
報
関
連
機
器
等

検
証
報
告
会

16
日　

治
水
事
業
促
進
全
国
大
会

17
日　

全
国
町
村
長
大
会

25
日　

 

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組

合
議
会

　
　
　

下
越
福
祉
行
政
組
合
議
会

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
い
、
中
止
ま
た
は
延

期
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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聖籠町健康づくり講演会

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

入札結果 入札日　９月９日～ 22日

件　　名 場　　所 契約額
（円） 業者名

納入完了日
または工事
（委託）期間
最終日

入札
方法
※

１ 庁舎階段床シート
改修工事

聖籠町大字 
諏訪山 地内 1,881,000 ㈱諏訪建設 11月１日 指

２ 庁舎電子コピー機
器借上

聖籠町役場
１階および３階 1,849,800 ㈱皆徳 令和９年

10月 31日 指

３
聖籠町公共施設等
総合管理計画改訂
業務委託

聖籠町役場総務課 2,684,000 ㈱大輝
新潟支店

令和５年
２月 28日 指

４ 蓮潟金清水線道路
改良工事（その１）

聖籠町 
東港７丁目 地内 30,140,000 曽根建㈱ 令和５年

３月 15日 一

５ 蓮潟金清水線道路
改良工事（その２）

聖籠町大字
蓮潟 地内 26,565,000 ㈲樋口建設 令和５年

３月 15日 一

６ 蓮野処理分区公共
桝設置工事

聖籠町大字 
蓮野 地内 1,716,000 ㈱北伸建設 12月９日 指

７ 町民会館消防用設
備等点検業務委託 聖籠町町民会館 1,254,000 菖栄ライフ㈱ 令和５年

３月 31日 指

 ９ 月の届出
げんきなよい子

出　生
赤ちゃん

智
とも

哉
や

 ちゃん

多
た い ら

良 ちゃん

華
か

乃
の

 ちゃん

  瑠
るい

   ちゃん

茉
ま

優
ゆう

 ちゃん

樹
いつ

希
き

 ちゃん

莉
り

帆
ほ

 ちゃん

愛
あ

華
か

莉
り

 ちゃん

（阿部　裕介）

（斉藤　　博）

（伊藤　和真）

（小林　侑己）

（高口　大輔）

（高橋　侑生）

（相良　俊彦）

（横井　一樹）

二本松

次第浜

苔　沼

山三賀

山諏訪山

山大夫

苔　沼

次第浜

保護者 行政区

ごめいふくをお祈りします
死　亡

氏　名

高　橋　マリ子 さん

瀧　山　巳
み

一
いち

郎
ろう

 さん

渡　辺　イ　ワ さん

宮　沢　ミツ子 さん

渡　辺　ヒサノ さん

宮　下　ヨ　シ さん

松　田　トメ子 さん

（73歳）

（93歳）

（94歳）

（88歳）

（92歳）

（98歳）

（89歳）

聖中ケ丘

二本松

甚兵衛橋

網代浜

網代浜

次第浜

亀　塚

年齢 行政区

（注 1） 町役場へ届出を提出された方で届出の際にご
承諾をいただいた方のみ掲載しております。

（注 2） 略した文字で掲載しております。戸籍の氏名
と異なることがあります。ご了承ください。

幸せ多い人生を
婚　姻

新郎・新婦 行政区

  曽 根 智
とも

裕
ひろ

 さん

（成　海）　　  茜
あかね

 さん
丸　潟｝

  本 間 達
たつ

也
や

 さん

（鈴　木）雅
まさ

美
み

 さん
山大夫｝

※指：指名競争入札　一：制限付一般競争入札

11 月 29日（火）
　　午後２時～３時 30分　
　　（受付：午後 1時 30分～）

「腎
じ～ん

とくる話
  ～腎臓はあなたの腎

じん

生
せい

を物語る～」
講師：新潟聖籠病院　人工透析顧問
　　　丸山　弘樹　医師
聖籠町保健福祉センター

【定　員】先着 20名
　　　 　（申込期間：11月８日（火）～11月 18日（金））
【参加費】無料
 “ 腎臓を守る ” をテーマに関連する糖尿病、高血圧、高脂血症
等の生活習慣病について、また、「病気にならない」発症予防
と「悪化させない」重症化予防について、腎臓内科で活躍され
ている丸山先生に分かりやすくお話していただきます。人に歴
史ありと、「生活聴き方専門医」として、生活を訊

き

く、これまで
の人生を聴

き

くことを大切に診療されています。

【感染症対策のためお願い】
・ 参加される方はマスクの着用と来場時検温および手指のアルコー
ル消毒のご協力をお願いします。

・ 体調不良、発熱等の症状がある場合については参加をご遠慮ください。
・ 新型コロナウイルス感染拡大状況、天候などによりやむを得ず中
止と判断した場合、連絡させていただきますので、お申し込みの
際はお名前、連絡先をお伝えください。

※ 本講演会は「聖籠町生活習慣病重症化予防事業」合同講演会です。

・ 保健福祉課（保健福祉センター内）　☎ 27-6511

17　R4.11 広報聖籠



新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 者 等
を対象とした傷病手当金を支給しています

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 者
を 対 象 と し た 傷 病 給 付 金 を 支 給 し ま す

支給対象者（次の１から３の全てに該当する方）　
１　 勤め先から給与の支払いを受けている方で、新型コロナウイルスに感染または発熱等の症状があり感染が疑
われる方

２　 感染または感染の疑いにより、その療養のために労務に服することができず、その期間が３日間を超える方
３　 労務に服することができない期間に対する給与の支払いを受けられない方（期間中に給与の一部の支払いを
受けることができる場合で、その給与の額が傷病手当金の額よりも少ない場合は、その差額を支給します。）

支給額　
　＝  １日当たりの支給額 　（直近の継続した３か月間の給与収入の合計額÷就労日数）×２／３
 期末勤勉手当（賞与）は除く。

　　　　×  支給対象となる日数 　労務に服することができない期間のうち就労を予定していた日数
この期間の初日から３日間で就労を予定していた日数は除く。

　※ １日あたりの支給額については、健康保険法の規定による標準報酬月額等級の最高等級の標準報酬月額の１/30に相当する金額
の２/３に相当する金額が上限となります。

対象期間　 　令和２年１月１日から令和４年 12月 31日までの間で、労務に服することができない期間（ただし、
入院が継続する場合などは最長１年６か月間まで）　※今後の新型コロナウイルスの感染状況によっ
て延長される場合があります。

申請方法　 　対象に該当する方は、所定の申請書（３枚。本人が記入するだけでなく、勤め先からも記入いただ
く必要があります）を、役場町民課に提出してください。そのほか、入院・自宅療養証明書などがあ
れば添付してください。

支給対象者（次の１、２のいずれにも該当する方）　
１　 事業所得により生計を立てている方で、新型コロナウイルスに感染した方
２　 感染により、その療養のために事業を営むことができず、その期間が３日間を超える方（被用者を対象とし
た傷病手当金を受けることができる場合で、その額が傷病給付金の額よりも少ない場合は、その差額を支給
します。）

支給額　

　＝  １日当たりの支給額  5000 円 ×  支給対象となる日数    事業を営むことができない期間のうち、事業を営む
ことを予定していた日数

　※この期間の初日から３日間で事業を営むことを予定していた日数は除く。
　※最長 20日まで

対象期間　 　令和２年１月１日から令和４年 12月 31日までの間で、事業を営むことができない期間
　　　　　　　※今後の新型コロナウイルスの感染状況によって延長される場合があります。

申請方法　 　該当する方は、所定の申請書に、事業収入などを証明する書類、療養期間を確認できる書類を添えて、
町民課窓口に提出してください。

傷病手当金および傷病給付金の申請書の用紙は、町民課窓口もしくは町ホームページからダウンロードできますのでご利用ください。

聖籠町国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入されている皆さま

国民健康保険に加入されている個人事業者の皆さま

お問い合わせ　役場町民課　保険係（内線115）

新たに
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電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金のおしらせ

　本給付金は、物価・賃金・生活総合対策として、電力・ガス・
食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響
が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯および家計急変世帯）に
対して、１世帯あたり５万円を給付するものです。

住民税非課税世帯への給付
１．給付対象世帯（以下の①から③をすべて満たす世帯）
　①　令和４年９月 30日に聖籠町に住民登録がある
　②　住民登録上の全ての世帯員が令和４年度住民税非課税である
　③　 世帯員の全員が、住民税が課税されている別世帯の親族等

の扶養を受けていない（親に扶養されている大学生の単身
世帯や、子に扶養されている両親の世帯は支給対象外とな
ります。）

２．申請方法
　 　対象となる可能性がある世帯に案内文を送付（10月下旬予定）
します。支給要件を満たす場合は、必要書類を町保健福祉課へ
提出してください。

家計急変世帯への給付
１．給付対象世帯（以下の①から③をすべて満たす世帯）
　①　 世帯員の中に令和４年度住民税課税者が含まれているが、そ

の方が、予期せぬ理由により非課税相当まで収入が減少した。
　②　 ①により、住民登録上の全ての世帯員が令和４年度住民税

非課税または非課税相当の収入となった。
　③　 世帯員の全員が、住民税が課税されている別世帯の親族等の

扶養を受けていない（親に扶養されている大学生の単身世帯
や、子に扶養されている両親の世帯は支給対象外となります。）

２．申請方法
　 　申請書類（町ホームページからダウンロードできます。）に必
要事項を記入し、収入が減少したことを確認できる書類を用意
の上、保健福祉課（町保健福祉センター内）へお越しください。
支給要件を満たすかどうかの聞き取りをさせていただきます。
　 　なお、保健福祉センターにお越しの際は、事前に電話で連絡
をお願いします。

お問い合わせ　
保健福祉課（町保健福祉センター内）☎ 27-6511

パープルリボン・パープル
ライトアップ運動とは？

●パープルリボン
　内閣府では、毎年 11月 12日～
25日（女性に対する暴力撤廃国際
日）までの 2週間を「女性に対す
る暴力をなくす運動」期間と定め
ており、そのシンボルがパープル
リボンです。

●パープルライトアップ運動
　パープルライトアップとは、「女
性に対する暴力をなくす運動」期
間の初日（11月 12 日）に、女性
に対する暴力根絶のシンボルであ
るパープルリボンにちなんで、観
覧車や東京スカイツリーなどのタ
ワーを紫にライトアップする運動
であり、全国的に広がりを見せて
います。
　パープルライトアップには、女
性に対するあらゆる暴力の根絶を
広く呼びかけるとともに、被害者
に対して、「ひとりで悩まず、まず
は相談をしてください」というメッ
セージが込められています。
　暴力は、性別やお互いの間柄を
問わず、決して許されるものでは
ありません。
　すべての人の人権が尊重され、
男女が性別にかかわりなく、その
個性と能力を十分に発揮すること
ができる男女共同参画社会を実現
させるために克服すべき重要な課
題です。
　これを機会に、みんなで女性に対
する暴力について考え、暴力を許さ
ない社会づくりを進めましょう。

役場総務課　総務管理係（内線223）

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ19　R4.11 広報聖籠



　今年行われた３つの選挙（新潟県知事選挙（５月 29日執行）、参議院議員通常選挙（７月 10日執行）、聖籠町長選挙（８
月 28日執行））について、投票区別の投票率および年代別の投票率をお知らせします。
　このうち、新潟県知事選挙および参議院議員通常選挙の投票率は、いずれも県平均を下回る結果となりました。
　また、年代別の投票率では、10代から 30代の若い世代の投票率が低い結果となっています。
　一人ひとりに与えられた大事な権利である一票は、決しておろそかにしてはならないものです。選挙当日に仕事や
旅行などにより投票所へ行けない方は、期日前投票を利用するなど、棄権することなく投票しましょう。

①投票区別の投票率　

②年代別の投票率　

③今後の選挙予定（任期満了に伴うもの）　

令和４年に執行された選挙の
投票率をお知らせします

未来をつくる
あなたの一票大切に

投票区 第１ 第２ 第３ 第４ 第５ 第６ 第７ 第８ 第９

合計 県平均
※抽出行政区

四ツ屋・道賀
新田・上大谷
内・真野・丸
潟・桃山・山
倉・苔沼

中の橋・本諏訪
山・山諏訪山・
本大夫・山大夫・
聖中ケ丘・尾沢
ケ丘・ひばりが丘

本山賀・山
三賀・二本
松・ 外 畑・
正庵・東山

甚兵衛橋・
蓮潟・蓮潟
新田・東港
７丁目

藤寄・大夫
興野・旭ケ
丘

網代浜・東
港５丁目

次第浜・汐
美台

亀塚 蓮野・杉谷
内・ 別 條・
八幡

新潟県知事選挙
投票率（%） 59.25 46.99 52.33 54.52 48.87 47.90 46.30 43.01 51.61 49.53 49.64

参議院議員選挙
投票率（%） 60.11 53.46 55.37 55.66 52.53 50.08 49.57 47.55 54.97 52.91 55.32

聖籠町長選挙
投票率（%） 72.71 60.70 65.78 68.10 65.12 53.86 61.79 63.35 65.54 63.48

年 月 選　挙　名 任　期 任期満了日 執行日

2023年
（令和５年）

４月 新潟県議会議員選挙 ４年 令和５年４月29日 未定

８月 聖籠町議会議員選挙 ４年 令和５年８月31日 未定

お問い合わせ　聖籠町選挙管理委員会（役場総務課内）☎ 27-2111（内線 222）

大切な投票、忘れずに！

90%
10代～30代の投票率が

低い結果に
80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%
18・19歳

投票率 県知事選挙 投票率 参議院選挙 投票率 町長選挙

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 合計

39.56
42.9142.91 35.68

51.28

63.76
69.33

81.16 84.64

52.33

63.48

52.9152.91

49.53
34.7634.76

36.10

68.8268.82

68.32

68.6468.64

64.9358.5758.57

54.24
53.2653.26

46.98
42.3942.39

35.60

35.3035.30

33.14

41.18
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　今回は、フラワーアーティストの olioliflower さんをお招きし、クリスマスを意識したフラワーアレンジメント体
験や焼き菓子のお土産付き♪多くの皆さんのご参加おまちしています！！
※新型コロナウイルス感染拡大状況により開催が中止となる場合があります。

●日　　時　12月 18日（日）
　　　　　　午後２時～５時

●場　　所　新発田市役所本庁５階会議室
　　　　　　（新潟県新発田市中央町 3-3-3）

●対　　象　概ね 28～ 49歳の独身男女

●募集人数　男女各 20名

●料　  金　２５００円

●申込〆切　12月１日（木）
　※ 12 月 2日正午から、全額キャンセル料が発生します。

● 申込方法　　
　 ㈱トアイリンクスムルーブ事務局（☎ 025-290-7606）
または同社のホームページから申し込んでください。

●そ の 他
　新型コロナウイルス感染症対策のためアクリルパネルの設置や入場時の検温を実施します。

　1対 1の出会いをサポートする県の会員制の婚活マッチングシステム “ハートマッチにいがた ”の登録促進キャ
ンペンーンが 12 月 28 日（水）午後５時 まで開催中です。詳しくは、下記二次元コードからご確認をお願いします。

　令和４年２月からシステム機能の拡充により、スマホなどからの顔写真の閲覧やお引合せ申し込みが可
能となりました。（条件があるため、詳しくは下記までお問い合わせください。）

登録料『無料』（先着100名）
申込期限：

12/28（午後５時）
併せて 20代登録料金を改定

１万 1000円　⇒　9000円

登録料『2000 円引き』
（1万 1000円　⇒　9000円）
 登録した方のうち抽選で５名に 9000
円分のQUOカードPayをプレゼント
（＝登録が実質無料に！）

申込二次元コード

出会いイベントのご案内 気軽な参加
大歓迎！

詳細は
こちら

ご成婚166組
（9/28現在）

お問い合わせ　にいがた出会いサポートセンター　☎025-384-4151

20代の方 30代以上の方
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緑丸のごみ出し指南
～ルールを守ってきちんとごみ出し～

【町営住宅東山団地】入居要件と家賃を変更

〇大きな木製家具の捨て方

〇くわしいごみの出し方は…

入居要件

家賃（月額）

大きな木製家具を
捨てたいけれど、
ごみ袋に入らない。

①細かく分解して指定ごみ袋に入れ、可燃ごみとしてステーションに出す。
②豊栄環境センターに直接持ち込む。（有料）
③町の収集運搬許可業者に依頼する。（有料）  東高建機作業㈱　☎ 025-256-2560
※町で回収する粗大ごみは、「不燃粗大ごみ」のため、木製やプラスチック製のものは回収しません。

こんな時、こんな時、
どうしますか

？
どうしますか

？

・町ホームページに、「ごみの出し方辞典」やごみの出し方を詳しく紹介した「ごみ分別一覧表」を掲載しています。
・「ごみの出し方辞典」などを確認して、分からないごみの捨て方は、お問い合わせください。

　これまで同居できる方を「親族」に限定していましたが、令和 4年 10 月 1日から「親族以外の方」でも同居できる
ようになりました。ただし、「親族以外の方」と同居する場合は入居できる人数が「３人以内」に制限されます。
　なお、同居する方が親族の場合は入居人数の制限はありません。

　これまで家賃（月額）は、入居から２年目までは「３万 6000 円」、３年目以降は
「４万 2000 円」としていましたが、令和５年４月１日から入居年数にかかわらず「３万 6000 円」となります。

　入居者を随時募集しています。詳しくは、町ホームページまたは役場ふるさと整備課にご確認ください。
　なお、部屋は内覧できますので、ご希望の方は事前に予約してください。

変更前

①単身の方または同居する親族がいる方
②住むところに困っている
③市町村税の滞納がない
④確実な連帯保証人がいる

変更前

３万6000円
（３年目以降４万2000円）

変更後

①親族以外の方と同居する場合は３人以内
②住むところに困っている（変更なし）
③市町村税の滞納がない（変更なし）
④確実な連帯保証人がいる（変更なし）

変更後

３万6000円

お問い合わせ　【入居手続】役場ふるさと整備課（内線233）　【内覧予約】管理者　㈲ヒグチ不動産　☎27-3277

学生も
入居

できる
よ
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はじめての手話
By 保健福祉課×図書館×社会福祉協議会

～献血は、最も身近なボランティア～

献血にご協力をお願いします！

「オレンジカフェなごみ」
（認知症カフェ）

11月 25日（金）役場に献血バスがきます

日　　時：11月 21日（月）
　　　　　午後１時 30分～３時
場　　所：なごみの家
　　　　　（結いハート聖籠脇）
参 加 費：無料
持 ち 物：飲み物
定　　員：12名（先着順）
申込方法：電話でお申し込みください。
　　　　　（11月7日（月）より受付開始）

お申し込み・お問い合わせ
聖籠町地域包括支援センター

（町保健福祉センター内）  ☎27-6521

お申し込み・お問い合わせ　聖籠町立図書館　☎27-6166

お問い合わせ
保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎ 27-6511

　認知症の方やその家族、認知症のことを
知りたい方など、どなたでも気軽に集まり
交流を楽しむ場所です。
　カフェの時間内で、認知症に関する個別
の相談もできます。 　皆さんのまわりにも、耳の聞こえない人がいます。聞こえないっ

て？手話って？
　関心のある方は、どなたでも参加できますのでお待ちしています！

 ★聞こえないってどんなこと？～お話～
　 ★身振り・手話にチャレンジ！
11月 26日（土）　午後１時 30分～３時
 聖籠町立図書館　会議室

【定　　員】15 名（定員に達し次第締め切らせていただきます。）
【申込方法】電話または図書館カウンターにてお申し込みください。
※ 新型コロナウイルス感染防止のため、参加される方にはマスクの
着用と来場時の検温をお願いしています。体調不良、発熱・咳な
どの症状がある場合、参加の自粛をお願いします。

 聖籠町役場１階会議室
【受付時間】①午前９時 30分～正午　②午後１時 30分～４時
【献血をできる方】
　満 16歳～ 69歳までの方
（65歳以上の献血者については、60歳～ 64 歳の間に献血履歴が
あることを必要条件とします。）

　コロナ禍で血液が不足しています。できるだけ多
くの方のご協力をお願いします。

【ご参加にあたってのお願い】
・   新型コロナウイルス感染拡大状況に
よって中止となる場合があります。
　 その際には申し込みされた方へ個別に
連絡させていただきます。
・ 参加される方にはマスクの着用と来場
時の検温をお願いしています。
・ 体調不良・発熱などの症状がある場合
は参加の自粛をお願いします。
・ 飲食物の提供は行いません。飲み物は
各自ご持参ください。
・ 会場内の換気のため、扉や窓を開ける
ことがあります。
　 参加される方は掛物や衣類で調節をお
願いします。

おしゃべり、体操、
レクリエーション
などしています

みんなで学ぼう！

簡単な手話を覚えて、
コミュニケーションの輪を
広げてみませんか？

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ23　R4.11 広報聖籠



起きてからでは遅い!あなた
のお住まい、耐震化大丈夫？

　　　耐震診断 　　　耐震設計 　　　耐震改修

対象と　
なるもの

■建築物（次のすべてに該当）
①昭和 56年５月 31日以前に、町
内で建築、または工事に着手し
た木造住宅

②一戸建ての住宅であること（店
舗や事務所などを兼ねた住宅の
場合は、延べ床面積の半分以上
が住宅部分のものに限る）

③地階を有しない地上２階建て以
下の住宅であること

④国土交通大臣などから特別な認
定を受けた工法によって建築さ
れた住宅でないこと

■対象者
　町内に住所を有し、かつ、補
助の対象となる建築物を所有す
る方で町税を完納している方

左の聖籠町木造住宅耐震診
断支援事業を受け、かつ、
診断評点が 1.0 未満の建築
物

左の聖籠町耐震設計事業を
受けた建築物

受付期間
予算額に達
した時点で
受付終了と
します

第３回： 11月14日（月）～ 21日（月）

毎年４月から12月末日まで
（年度内に耐震改修事業が
完了し、かつ、関係書類の
提出が可能な場合は、この
限りではありません。）

申請者負担
額、または
町補助額　

■申請者負担額
　無料

■町補助額
耐震設計に係る費用の
50%（上限 10万円）

■町補助額
耐震改修に係る費用の
23％（上限 65万円）

必要な書類

①耐震診断士派遣申請書（※）
②建築年次および建物の延べ床面
積が判断できる書類の写し
（登記簿謄本、建築確認済証・
検査済証、課税証明書など）

③申請者の町税の納税証明書（前
年度分）

①補助金交付申請書（※）
②耐震診断報告書の写し（耐
震診断の成果品です。）

③耐震設計に要する費用の
見積書（耐震診断士より
発行されます。）

①補助金交付申請書（※）
②耐震改修計画書の写し
（耐震設計で作成されます。）
③耐震改修に要する費用の
見積書（耐震設計で作成
されます。）

※補助金交付申請書は、ふるさと整備課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。

ステップ
1

ステップ
2

ステップ
3

　町では、木造住宅の耐震診断（地震に耐えられるか診断する）や耐震改修
に要する費用の一部を補助しています。
　耐震診断は、町が委託した（社）新潟県建築士会北蒲原支部に登録された診断士が行います。耐震診断は人間に
たとえると健康診断に当たるものです。安全・安心な生活を築くため、ぜひこの機会に耐震診断を受けてみませんか。
　また、聖籠町木造住宅耐震診断支援事業を受けた木造住宅で、耐震診断の結果、耐震性が低いと判断された住
宅に対し、耐震設計費・耐震改修工事費への一部補助も行っています。

（中越沖地震：平成19年７月16日発生、新潟県柏崎市内）（中越沖地震：平成19年７月16日発生、新潟県柏崎市内）

思い立ったらすぐ行動！
耐震診断費は無料です！

お申し込み・お問い合わせ　役場ふるさと整備課（内線 233）
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お問い合わせ　役場ふるさと整備課　都市計画係（内線 233）

地区計画（案）のご意見を求めます
　本町の二本松地内において宅地造成を進めるにあたり、地区計画の都市計画決定を行うため
地区計画（案）を以下のとおり縦覧し、皆さんのご意見を求めます。

【都市計画の種類】地区計画（市街化調整区域内） 　　　　【名　　　称】二本松第１地区

【位置および区域】二本松地内（下図のとおり） 　　　　【計画の内容】宅地造成

【縦　覧　期　間】11 月１日（火）～ 11月 15日（火）  【縦 覧 場 所】聖籠町役場ふるさと整備課

【意見の提出期限】11 月 15日（火）

【意見を提出することができる方】町民および利害関係を有する方（意見書の用紙は縦覧場所に備えてあります。）

開発区域

①
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
創
設

（
土
地
を
手
放
す
制
度
の
創
設
）
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４
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行

　
所
有
者
不
明
土
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予
防

の
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点
か
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等
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土

地
の
所
有
権
を
取
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、
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窓
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で
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土
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庫
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す
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さ
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ま
し
た
。

②
相
続
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記
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の
義
務
化

（
不
動
産
登
記
制
度
の
見
直
し
）

令
和
６
年
４
月
１
日
施
行

　
相
続
（
遺
言
も
含
み
ま
す
。）
に

よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続

人
は
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ

と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に

相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
正

当
な
理
由
が
な
い
の
に
義
務
に
違

反
し
た
場
合
、
10
万
円
以
下
の
過
料

の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
新
潟
地
方
法
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
潟
地
方
法
務
局

　

☎
０
２
５-

２
２
６-

０
９
５
１

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

不
動
産
に
関
す
る
ル
ー
ル
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
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『健康づくりでポイ活』
対象事業です！

からだの健康はお口の健康から！
　新潟県では、歯と口腔の健康づくりの習慣化を図り、これを将来の世代に伝えていくため『にいがた健

けん

口
こう

文化推進月間』を設けています。「健
けん

口
こう

」は「健やかな口
くち

」を意味する造語で、健口文化とは、お口の健康
のための心がけや行動が習慣として家庭や地域に根付き、当たり前に親から子、子から孫へ伝わる文化で
す。『健口文化』が家庭や地域で根付くようにみんなで声をかけあって取り組んでいきましょう。

『健やかなお口
くち

』を保つために家庭でできること
①　適切なブラッシング
歯ブラシの毛先を上手に使って奥歯まで丁寧に磨きましょう。
また、定期的に舌の清掃も行いましょう。
歯垢が溜まりやすい歯の溝や歯と歯のすき間、
歯と歯茎の境い目は歯間ブラシやフロスを使いましょう。
お子さんへの声掛けも忘れずに！！

②　入れ歯の手入れも忘れずに！
入れ歯は食事のたびに必ずお口から外して磨きましょう。
また、週に１回は洗浄剤を使用し、見えない細菌を消毒しましょう。

③　かかりつけ歯科医院に定期的に受診しましょう！
歯が痛くなくても、かかりつけ歯科医院で定期的に歯石や磨き残しを取っ
てもらいましょう。飲み込む機能など口腔機能の衰えも予防できます。

町では下記の方を対象に歯科健診を実施中です！
成人歯科健診 後期高齢者歯科健診

対 象 者
令和 5年 3月末の時点で

40 歳・45歳・50歳・55歳・60歳・
65歳・70歳の年齢に達する方

令和 5年 3月末の時点で
76 歳 と 80 歳の年齢に達する方

（要介護等一部の方は対象外になります）

日　　程 令和 4年 12月末日まで実施中
料　　金 無　料

健診内容 歯科健診　歯みがき指導 歯科健診　口腔機能検査　歯みがき指導

実施方法
町内指定歯科医院での健診

※対象者には受診券を発送済みです。
問診票は各指定歯科医院にあります。

そ の 他 受診の際には必ず、個人で指定歯科医院に予約をお願いします。

今回対象ではない方も歯周病予防や口腔の健康のために年に1度は歯科健診を受けましょう！

11 月は「にいがた健口文化推進月間」です

歯周病の約８割が歯と歯
のすき間から発生します

くち

くち

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　地域保健係　保健師　☎ 27-6511
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食は味楽来食は味楽来
ミ　　ラ　  クル

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　管理栄養士　☎ 27-6511

12歳12歳の一人平均の一人平均むし歯数 むし歯数 未だ未だワーストクラスワーストクラス
11月８日は「いい歯の日」です。
　いつまでも美味しく、そして楽しく食事をするために、口の中の健康を保っていただきたいという願いを
込め、「8020運動」の一環として日本医師会が設定しました。

　聖籠町歯科保健計画の中で幼児期・学童期・生徒期の行動目標に「食後と寝る前の歯みがき習慣」と「望
ましい食事と間食の習慣を身につける」ことを掲げています。この機会に子どもだけでなく家族みんな
の生活も振り返ってみましょう。
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燕
市
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時々
32.4%
時々
32.4% 毎日

63.9%
時々
45.8%
時々
45.8%

無回答 0.0%

１歳６か月児 ３歳児

無回答 0.0%

毎日
51.4%

食べない
2.8%

食べない
3.7%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

3歳

1歳 6か月

1歳 2か月 40.3% 30.6% 27.4%

42.9% 26.0% 31.2%

21.9% 36.8% 43.0%

1日 2日 3日以上 無回答

阿
賀
町

刈
羽
村

聖
籠
町

県平均より常に高い状況
です。平成24年度より、
乳児期のフッ化物塗布、
フッ化物洗口の事業等を
実施し、ゆるやかに減少
はしていますが県平均と
比べるとかなり高い状況
です。

100％

３日以上習慣化している
者は43.0％と４割超え
ています。

%%

0%

園での間食は栄養価100
～150kcal/日（必要量ほ
ぼ100％）です。さらに、
おうちに帰ってからも６
割以上が毎日食べていま
す。
実際に食べているおやつ
内容はせんべい、スナッ
ク菓子などで小袋タイプ
１袋が一番多かったで
す。その他、チョコ、グ
ミなどは子どもの片手１
杯分など数種類食べてい
ました。

令和３年 （１歳６か月児・３歳児） 健診時の食事・間食アンケートより

令和３年度 12歳児の一人平均むし歯数（市町村別 )

入園者→家庭でおやつは食べますか？ (園のおやつを除く)

甘味飲料（100%果物・野菜ジュース、スポーツ飲料、乳酸菌飲料等）を週に何回飲みますか？
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道
路
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お
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す

　

県
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の
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場
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口
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）

　

交
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す
。

　

な
お
、
今
後
も
、
当
該
道
路
に
つ

い
て
は
、
交
通
事
故
発
生
状
況
な
ど

を
注
視
し
、
必
要
な
対
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
工
事
を
し
た

い
の
で
す
が

　

隣
家
と
自
宅
を
仕
切
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
老
朽
化
に
よ
り
ひ
び
割
れ
や
傾

き
が
発
生
し
て
お
り
転
倒
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
工
事
を
す
る
か
ど
う
か
検
討
を

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
国
、
県
、

町
か
ら
の
補
助
や
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
場
合
、
ど
ち
ら
に
ご
相
談
す

る
の
が
よ
ろ
し
い
の
か
大
変
恐
縮
で

す
が
ご
回
答
の
方
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 
（
年
代
・
性
別
不
明
）

町
か
ら
の
回
答 

　 

　
　
（
担
当

　
産
業
観
光
課
）

　

ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

お
問
い
合
わ
せ
の
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
産
業
観
光
課
で
行
っ
て
い
る

「
暮
ら
し
応
援
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
対
象
と
な
る
工
事
に

は
、
門
、
塀
な
ど
の
建
造
物
の
新
設
、

改
修
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
令
和
４
年
度
の
募
集
が
５
月
末

で
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
令
和
５
年

度
の
「
暮
ら
し
応
援
事
業
」
に
応
募

い
た
だ
け
れ
ば
ご
対
応
で
き
る
か
と

思
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
募
集
は
令
和
５
年
３
月

中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
基
準
日
を

４
月
１
日
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

塀
の
改
修
は
４
月
１
日
以
降
に
完
成

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
金
の
割
合
な
ど
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
産
業
観
光
課
地

域
振
興
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

QQ
＆＆
AA

町町
政政
ポポ
スス
トト

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
政
ポ
ス
ト
に
投
稿
の
あ
っ
た
町
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
質
問
と
そ

れ
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

　

投
稿
者
は
年
代
と
性
別
だ
け
表
示
し
ま
す
。

　

町
政
ポ
ス
ト
は
が
き
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
投
稿
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問
を
広
報
に
て
紹
介

し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
稿
者
や
第
三
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
、
投
稿
と
回
答

の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。役場

総
務
課　

広
報
広
聴
係
（
内
線
２
２
２
）

※ 

温
か
い
お
手
紙
（
メ
ー
ル
）

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。（
※
一
部

割
愛
）

　
新
潟
市
北
区
に
住
む
者
で
す
。

　

ど
う
し
て
も
お
伝
え
し
た

い
事
が
あ
り
、
こ
ち
ら
に
メ
ー

ル
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
日
、
観
光
ぶ
ど
う
園
に
行

く
為
、
車
で
向
か
っ
て
い
た

所
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
住
宅
街
に
入
り
込
み
、

途
方
に
暮
れ
て
い
た
所
、
ど

こ
か
の
お
宅
の
玄
関
先
で
お

話
し
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
道

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、

そ
の
中
の
男
性
の
方
が
、
ぶ

ど
う
園
ま
で
車
を
先
導
し
て

案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

私
が
、
子
ど
も
た
ち
を
乗

せ
て
お
り
、
降
り
て
お
礼
も

言
え
ず
、
そ
の
車
は
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
そ
ら
く
、
ご
近
所
の
方

か
と
思
い
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ

案
内
し
て
く
だ
さ
り
、
本
当

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ど

う
し
て
も
お
礼
を
言
い
た
く
、

ど
こ
か
で
何
ら
か
の
形
で
伝

わ
る
と
い
い
な
、
と
思
い
、

メ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

聖
籠
の
方
は
優
し
い
で
す

ね
。
子
ど
も
た
ち
も
無
事
ぶ

ど
う
園
に
着
き
、
大
喜
び
で

し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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ト
ッ
プ
チ
ー
ム

聖
籠
町
立
図
書
館
「
わ
た
し
の
青
春

の
一
冊
」
に
ご
当
地
応
援
選
手
が
協

力
　

聖
籠
町
立
図
書
館
で
は
、
読
書
の

秋
に
ふ
さ
わ
し
い
「
わ
た
し
の
青
春

の
一
冊
」
と
い
う
展
示
企
画
を
10
月

か
ら
実
施
し
ま
し
た
。
図
書
館
の
利

用
者
が
、
青
春
時
代
に
読
ん
で
心
に

残
っ
た
本
を
募
集
し
、
展
示
・
貸
出

す
る
企
画
で
す
。

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選
手
に

も
、
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
町
村
が

発
す
る
情
報
拡
散
の
お
手
伝
い
や
情

報
の
発
信
協
力
を
す
る
「
ご
当
地
応

援
選
手
」
で
新
発
田
・
阿
賀
エ
リ
ア

（
聖
籠
町
、
新
発
田
市
、
阿
賀
町
、

五
泉
市
、
阿
賀
野
市
）
を
担
当
す
る

舞
行
龍 

ジ
ェ
ー
ム
ズ
選
手
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
レ 

ゲ
デ
ス
選
手
、
伊
藤

涼
太
郎
選
手
、
矢
村
健
選
手
、
シ
マ

ブ
ク 

カ
ズ
ヨ
シ
選
手
に
加
え
、
読

書
家
の
一
面
を
持
つ
小
島
亨
介
選

手
、
読
書
が
趣
味
の
早
川
史
哉
選
手

の
全
７
選
手
が
お
す
す
め
の
本
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　
「
読
書
を
し
た
後
は
、
自
分
の
将

来
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
人
生
で
起

き
た
こ
と
を
、
違
う
視
点
か
ら
見
る

方
法
を
教
え
て
く
れ
る
本
が
好
き
で

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
た
の

は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
レ 

ゲ
デ
ス
選

手
。
そ
の
ゲ
デ
ス
選
手
が
心
に
残
っ

て
い
る
本
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
の

は
、「
大
切
な
こ
と
は
目
に
は
見
え

な
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が

有
名
な〝
星
の
王
子
さ
ま
〞。
子
ど
も

の
頃
に
読
ん
で
、
今
も
な
お
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
早
川
史
哉
選

手
に
薦
め
て
い
た
だ
い
て
読
み
ま
し

た
。
言
葉
が
与
え
る
影
響
力
、
イ
ン

パ
ク
ト
、
言
葉
の
偉
大
さ
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
を
読
ん
で

か
ら
、
誰
か
の
ス
ピ
ー
チ
を
聴
く

と
、
ス
ピ
ー
チ
の
背
景
を
思
い
浮
か

べ
て
し
ま
い
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
も

と
て
も
面
白
く
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
読
み
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま

す
！
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
矢
村
健
選

手
が
紹
介
し
た
の
は
、〝
本
日
は
お

日
柄
も
良
く（
原
田
マ
ハ
）〞で
し
た
。

聖
籠
町
立
図
書
館
の
職
員
の
方
も
お

す
す
め
さ
れ
て
い
た
本
、
ぜ
ひ
お
手

に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

舞
行
龍 

ジ
ェ
ー
ム
ズ
選
手
の
お
す
す
め

　
〝
金
持
ち
父
さ
ん 

貧
乏
父
さ
ん

 

／
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ヨ
サ
キ
〞

伊
藤
涼
太
郎
選
手
の
お
す
す
め

　
〝
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
／
高
橋
陽
一
〞

シ
マ
ブ
ク 

カ
ズ
ヨ
シ
選
手
の
お
す
す
め

　
〝 

人
は
話
し
方
が
９
割

：

１
分
で

人
を
動
か
し
、
１
０
０
％
好
か

れ
る
話
し
方
の
コ
ツ

 

／
永
松
茂
久
〞

小
島
亨
介
選
手
の
お
す
す
め

　
〝
人
望
が
集
ま
る
人
の
考
え
方

 

／
レ
ス
・
ギ
ブ
リ
ン
〞

早
川
史
哉
選
手
の
お
す
す
め

　
〝
指
導
者
の
条
件
／
松
下
幸
之
助
〞

レ
デ
ィ
ー
ス

Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
カ
ッ
プ
が
終
了
、

リ
ー
グ
戦
が
開
幕

　

８
月
20
日
（
土
）
新
発
田
市
五
十

公
野
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
、
ち

ふ
れ
Ａ
Ｓ
エ
ル
フ
ェ
ン
埼
玉
戦
を
皮

切
り
に
２
０
２
２
―
２
３
Ｗ
Ｅ
リ
ー

グ
カ
ッ
プ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
は
、

５
試
合
を
闘
い
、
１
勝
３
敗
１
引
き

分
け
の
６
位
と
い
う
結
果
で
終
了
し

ま
し
た
。

　

開
幕
前
に
怪
我
で
離
脱
す
る
選
手

が
相
次
ぎ
、
昨
年
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン

グ
メ
ン
バ
ー
を
大
幅
に
変
更
し
て
全

試
合
に
挑
み
ま
し
た
。
結
果
は
６
位

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
試
合

経
験
が
な
か
っ
た
若
手
選
手
が
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
、
チ
ー
ム
の
大

き
な
底
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
離
脱

し
た
選
手
が
戻
っ
て
き
た
と
き
に

は
、
よ
り
チ
ー
ム
内
で
の
競
争
が
活

発
と
な
り
、
い
い
雰
囲
気
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
10
月
22
日

（
土
）
に
は
２
０
２
２
―
２
３
Ｙ
ｏ

ｇ
ｉ
ｂ
ｏ 

Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
が
開
幕
し

ま
し
た
。
初
戦
は
味
の
素
フ
ィ
ー
ル

ド
西
が
丘
で
日
テ
レ
・
東
京
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
ベ
レ
ー
ザ
と
対
戦
し
ま
す
。
ア

ウ
ェ
イ
と
な
り
ま
す
が
、
初
戦
を
良

い
形
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
チ
ー
ム
全
員
で
一
丸
と
な
っ
て

闘
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

も
温
か
い
ご
声
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

11
月
の
試
合
予
定

 

※
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
み
掲
載

〈
Ｙ
ｏ
ｇ
ｉ
ｂ
ｏ 

Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
〉

11
月
５
日
（
土
） 

　

vs
マ
イ
ナ
ビ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

11
月
26
日
（
土
）

　

vs
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈
川
相
模
原

　
　

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

※ 

会
場
は
す
べ
て
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス

ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

アルビレックス
新潟情報 !!
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秋
の
火
災
予
防
運
動

【
標
語
】『
お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸

締
り　

火
の
用
心
』

【
実
施
期
間
】
11
月
９
日
（
水
）
〜

15
日
（
火
）
ま
で
の
７
日
間

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
ま
す
。　
　
　
　

■
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・  

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・ 

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

・ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

・ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な

ど
で
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
と
て
も
危
険
で
す
。

10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
！

 

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部
予
防
課　

　

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
８
０
９
６

　

ま
た
は
、
お
近
く
の
消
防
署
ま
で

適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を

実
施
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、不
得
意
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に
お

悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性
の

検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に
よ

り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

15
〜
49
歳
で
就
業
し
て
い
な
い

方
（
要
申
込
） 

定
員
８
名

11
月
17
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
〜
49
歳
で

就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
就

職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

・

下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
２
５
４
‐
２
８
‐
８
７
３
５　
　
　
　
　
　
　

　

 

電
話
受
付
時
間　

平
日
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
ま
で
（
第
２
金
曜
日

は
休
館
日
）

税
を
考
え
る
週
間

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日

〜
11
月
17
日
を
「
税
を
考
え
る
週

間
」
と
し
、
様
々
な
広
報
広
聴
施
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
、「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ

て
」
で
す
。

　

こ
の
税
を
考
え
る
週
間
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
新
発
田
税
務
署
管
内

の
中
学
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
応

募
さ
れ
た
、
税
に
関
す
る
作
文
な
ど

の
優
秀
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
と
税
の
関
わ
り

に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

11
月
11
日
（
金
）

　
　
　

〜
11
月
17
日
（
木
）

イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
発
田
２
階
フ
ロ
ア

新
発
田
税
務
署

　

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
３
１
６
１

　
（
自
動
音
声
案
内
「
２
」）

令
和
４
年
度

自
衛
官
等
募
集

募
集
種
目
／
資
格
／
受
付
期
間
／
試

験
期
日

① 

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
推
薦
）／
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生

徒
会
活
動
等
に
顕
著
な
実
績
を
修

め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
者
33

歳
未
満
の
方
／
12
月
２
日
ま
で
／

令
和
５
年
１
月
５
日
〜
７
日
の
い

ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

② 

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
）／
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
方
／
令
和
５
年
１
月

６
日
／
１
次　

令
和
５
年
１
月
14

日
ま
た
は
１
月
15
日

③ 

自
衛
官
候
補
生
／
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
方
／
年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
／
受
付
時
ま
た
は
自

衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

自
衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
５
４
‐
２
６
‐
５
６
１
９

環
境
影
響
評
価
方
法
書

の
縦
覧
・
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　
（
仮
称
）
新
潟
県
胎
内
市
お
よ
び

村
上
市
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業
に
関

す
る
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧

お
よ
び
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
事
業
者
】

RW
E Renew

ables Japan

合

同
会
社
、
三
井
物
産
（
株
）、
大
阪

ガ
ス
（
株
）

【
事
業
区
域
】

胎
内
市
お
よ
び
村
上
市
沖
合

【
縦
覧
】

11
月
10
日
（
木
）

　
　
　

〜
12
月
12
日
（
月
）

聖
籠
町
役
場
１
階
縦
覧
場
所

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
開
庁
時
）

　

方
法
書
の
内
容
に
対
す
る
ご
意

見
、
ご
質
問
は
、
住
所
、
氏
名
、
内

容
を
記
載
の
う
え
、
縦
覧
場
所
に
設

置
の
意
見
書
箱
へ
縦
覧
期
間
中
に
投

函
く
だ
さ
る
か
、
郵
送
先
へ
、
12
月

26
日
（
月
）（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
電

話
に
よ
る
ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま

せ
ん
の
で
了
承
く
だ
さ
い
。）

【
説
明
会
】

11
月
26
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

新
発
田
市
紫
雲
寺
地
区
公
民
館

　
（
新
発
田
市
稲
荷
岡
２
３
７
１
）

【
郵
送
先
】

〒
１
０
０
‐
８
６
３
１　

東
京
都
千

代
田
区
大
手
町
１
‐
２
‐
１　

三
井

物
産
（
株
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
部 

国
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
部　

洋
上

風
力
第
一
室
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11
月
は

「
労
働
保
険
未
手
続
事
業

一
掃
強
化
期
間
」

　

労
働
保
険
は
、
政
府
が
管
掌
す
る

強
制
保
険
で
あ
り
、
労
働
者
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）
を
１
人
で

も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
原
則
と
し
て

業
種
・
規
模
を
問
わ
ず
労
働
保
険
の

適
用
事
業
と
な
り
、
事
業
主
は
成
立

手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
11
月
を
「
労
働

保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期
間
」

と
し
、
全
国
に
お
い
て
集
中
的
な
活

動
を
展
開
し
、
各
種
事
業
主
団
体
、

個
別
事
業
主
へ
の
訪
問
指
導
等
を
強

化
し
、
事
業
主
へ
制
度
の
概
要
を
説

明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
主
的
な
手

続
き
を
促
し
て
い
ま
す
。

 

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働

保
険
徴
収
課　

適
用
係

　

☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
１
１
１
１

　
（
内
線
５
１
５
６
）

パ
ー
ト
も
！
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
も
！

新
潟
県
最
低
賃
金
は

時
間
額
８
９
０
円
に

　

新
潟
県
最
低
賃
金
額
は
、
従
来
の

時
間
額
８
５
９
円
か
ら
31
円
引
き
上

げ
ら
れ
、
10
月
１
日
か
ら
８
９
０
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
事

業
を
営
む
全
て
の
使
用
者
お
よ
び
そ

の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

（
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
を
含
む
。）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
最
低
賃
金
額
を
今

一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
場
の
最
も
低
い
時
間
給
を
一

定
程
度
引
き
上
げ
、
生
産
性
向
上
に

取
り
組
ん
だ
場
合
「
業
務
改
善
助
成

金
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
業
務
改
善
助
成
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

① 

業
務
改
善
助
成
金
に
関
す
る
ご
相

談
は
、【
業
務
改
善
助
成
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
‐
３
６
６
‐
４
４
０
】

② 

最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、【
新
潟
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
０
４
】

新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
０
４

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
開
催

　

新
発
田
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業

者
の
方
を
対
象
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　

説
明
会
へ
の
参
加
に
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

 

11
月
21
日
（
月
）、
22
日
（
火
）、

24
日
（
木
）、
25
日
（
金
）

　

 

各
日
と
も
午
前
・
午
後
の
２
回
開

催
（
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
）

新
発
田
税
務
署　

第
二
会
議
室

【
定
員
】
各
回
12
名
（
要
予
約
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
な
ど
に
よ
り
延
期
ま
た
は

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

来
場
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

・

新
発
田
税
務
署　

個
人
課

税
第
一
部
門

　

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
３
１
６
２

令
和
４
年
分

決
算
説
明
会
開
催

　

事
業
所
得
ま
た
は
農
業
所
得
の
あ

る
方
を
対
象
に
、
所
得
税
お
よ
び
消

費
税
の
決
算
の
仕
方
や
決
算
書
・
収

支
内
訳
書
の
作
成
方
法
や
作
成
に
当

た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
を
説
明
し
ま

す
。

　

事
前
予
約
不
要
で
す
の
で
、
説
明

会
開
始
の
時
間
ま
で
に
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
各
回
日
時
・
会
場
・
対
象
者
】

12
月
12
日
（
月
）

・ 

農
業
所
得
関
係
（
青
色
申
告
者
）

午
前
10
時
〜
正
午

・  

事
業
所
得
関
係
（
青
色
申
告
者
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

   

阿
賀
野
市
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
階
研
修
室

12
月
13
日
（
火
）

・ 

農
業
所
得
関
係
（
青
色
申
告
者
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

・ 

事
業
所
得
関
係
（
青
色
申
告
者
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

講
堂

12
月
14
日
（
水
）

・ 

農
業
所
得
関
係
（
白
色
申
告
者
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

・ 

事
業
所
得
関
係
（
白
色
申
告
者
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

講
堂

※ 

会
場
の
駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

開
催
会
場
へ
の
直
接
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

新
発
田
税
務
署　

個
人
課
税
第

一
部
門

　

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
３
１
６
２

第
17
回
し
ば
た

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
公
演

12
月
10
日
（
土
）

　

２
回
公
演

　

①
午
後
２
時
〜
４
時

　

②
午
後
６
時
〜
８
時　

 

新
発
田
市
民
文
化
会
館

【
チ
ケ
ッ
ト
料
金
】

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
込
み

　

１
４
０
０
円
（
２
・
３
階
席
）

　

１
０
０
０
円
（
４
階
席
）

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
】

11
月
10
日
（
木
）
〜
と
ら
い
夢
事
務

局
（
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、 

喫
茶
店 

紫
音
（
新
発
田
市
民
文
化
会
館
内
）

で
販
売

【
そ
の
他
】

　

ビ
デ
オ
・
カ
メ
ラ
（
携
帯
電
話
を

含
む
）
で
の
撮
影
は
禁
止
。

　

演
目
な
ど
に
つ
い
て
は
「
と
ら
い

夢
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。

と
ら
い
夢
事
務
局

　

☎
０
２
５
４
‐
２
８
‐
７
５
１
０

　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
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クレヨンしんちゃんさん９歳

勉強さん14歳
　投稿するときはペンで書いてください。（薄いものは掲載できません。）
　住所と名前は必ず書いてください。（ペンネーム希望の場合は名前の横にペンネーム『○○○』と書いてください。）１か月に一人１枚だけ受け付けます。

横山椿さん３歳 近藤湖香さん11歳

ありんこさん16歳 あゆママさん34歳

グミさん12歳

ひかりさん６歳

【
し
ば
た
・
か
が
ふ
ぇ
す
に
参
加

し
ま
し
た
】

　

８
月
20
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
、

し
ば
た
・
か
が
ふ
ぇ
す
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ブ
ー
ス
と
し

て
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
モ
ル
ッ
ク

で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
ば
た
・
か
が
ふ
ぇ
す
と
は
、
新
発

田
藩
初
代
藩
主 

溝
口
秀
勝
候
と
加

賀
大
聖
寺
の
歴
史
的
な
縁
に
よ
り
平

成
３
年
に
新
発
田
市
と
石
川
県
加
賀

市
の
友
好
都
市
協
定
が
締
結
さ
れ
、

そ
の
協
定
の
締
結
30
周
年
を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
し

ば
た
・
か
が
ふ
ぇ
す
に
は
子
ど
も
連

れ
の
方
々
が
多
く
来
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ダ
ン
ス
、
書
道
、
太
鼓
チ
ー
ム

の
演
技
が
あ
り
、
会
場
は
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
！
子
ど
も
た
ち
も

楽
し
そ
う
に
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

モ
ル
ッ
ク
で
遊
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地

域
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
様

な
活
動
を
今
後

も
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
ホ
ー
ム
最
終
戦
】

　

９
月
４
日
（
日
）
に
北
信
越
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
１
部
第
13
節
、

ホ
ー
ム
に
リ
ベ
ル
タ
ス
千
曲
Ｆ
Ｃ
を

迎
え
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
様
の
サ
ン
ク
ス
デ
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

ク
イ
ズ
や
な
り
き
り
ブ
ー
ス
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
試
合
前
に
は
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
様
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

の
贈
呈
や
キ
ッ
ク
イ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
前
半
早
々
に
失
点
を
許
し

た
も
の
の
、
前
半
35
分
に
オ
ウ
ン

ゴ
ー
ル
で
同
点
に
持
ち
込
む
と
、
続

く
40
分
に
は
Ｆ
Ｗ
10
番
・
渡
辺
亮
太

選
手
の
シ
ュ
ー
ト
が
ネ
ッ
ト
を
突
き

刺
し
逆
転
。
後
半
終
了
間
際
に
は
Ｄ

Ｆ
３
番
・
坂
井
暁
選
手
が
チ
ー
ム
の

勝
利
を
決
定
づ
け
る
ゴ
ー
ル
を
決

め
、
ホ
ー
ム
最
終
戦
を
３
―
１
と
見

事
な
逆
転
勝
利
で
終
え
ま
し
た
。
試

合
終
了
後
に
は
ホ
ー
ム
最
終
戦
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
金
子
俊
也
監
督

と
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
下
村
優
成

選
手
か
ら
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
へ

向
け
て
感
謝
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し

た
。下
村
選
手
か
ら
は「
全
力
で
戦
っ

て
Ｊ
Ｆ
Ｌ
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
応
援

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と

今
後
の
決
意
を

話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

来
シ
ー
ズ
ン

も
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
！
今

シ
ー
ズ
ン
も
応

援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

HP

みんなのひろば
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心に響く音色
聖籠町ふれあいコンサート

やったぞアルビ！
Ｊ１昇格を懸垂幕で祝福

　10月９日（日）、町文化会館を会場に、航空自衛隊中部航空音楽
隊演奏会「聖籠町ふれあいコンサート」が開催されました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により開催を見送っておりまし
たが、３年ぶりの開催となりました。
　中部航空音楽隊は静岡県の浜松基地を拠点に１都２府 23県とい
う広いエリアで演奏活動を行っている部隊です。
　コンサートではだれもが知る名曲や、大空を翔ける姿を彷彿とさ
せるオリジナル曲などが演奏されました。
　この日を待っていた満員のお客さんは、心に響く迫力ある演奏に
大きな拍手を送りました。

　悲願のＪ１昇格を決めたアルビレックス新潟。
　町では、役場庁舎に「祝・アルビレックス新潟 J1 昇格」の懸垂
幕を設置し、これをお祝いしました。
　また、29 ページ「アルビレックス新潟情報」でも紹介がありま
すが、聖籠町立図書館では「わたしの青春の一冊」として、アルビ
レックス新潟の選手おすすめの本を紹介するコーナーを設けていま
す。こちらもぜひチェックしてみてはいかがでしょうか。

町の宝で～す
9月の乳児健診から

中林 ミラちゃん

渡辺 朝
あさ

陽
ひ

ちゃん

中村 綾
あや

斗
と

ちゃん

坂上 稜
り

空
く

ちゃん

西岡 和
わ

奏
かな

ちゃん

細山 楓
ふう

華
か

ちゃん

伊藤 莉
り

音
の

ちゃん

渡辺 うたちゃん

上田 紗
さ

羅
ら

ちゃん

武田 昊
そ

空
ら

ちゃん

　この写真は保健福祉センターで行われて
いる乳児健診会場で主に４か月健診対象乳
児を撮影しています。

元気に育ってね！
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山倉小学校 3年生が
サトイモ掘りにチャレンジ！

功績を称えて
小林かなえ選手に表彰状

　10月６日（木）、山倉小学校３年生の児童が、蓮潟に
ある畑でサトイモ掘りを体験しました。
　この畑は、蓮潟の伊藤幸成さんが栽培しているサト
イモ畑で、児童の皆さんは総合学習の一環で５月の中
旬に種を植えました。
　伊藤さんから掘り方を教わり、スコップを使って、
大きく育ったサトイモを傷つけないよう苦戦しながら
も一生懸命取り組んでいました。

　10月 13日（木）、フェンシングの小林かなえ選手（山
大夫出身）が役場を訪問しました。
　小林選手は７月の世界選手権サーブル団体で日本人
初となる銅メダルを獲得する快挙を成し遂げました。
　その功績と町のスポーツ振興への貢献を称えて町長
から小林選手へ表彰状が手渡されました。
　小林選手からは「聖籠町初のオリンピアンを目指し
てがんばります。これからも変わらず応援をお願いし
ます！」とメッセージをいただきました。

がんばるぞ
！

 エイエイ
　　オー

!!
がんばるぞ

！

 エイエイ
　　オー

!!
せいろう幼稚園
運動会開催 
せいろう幼稚園
運動会開催 
　10月１日（土）、せいろう幼
稚園で運動会が行われました。
　清々しい秋晴れの中、かわ
いらしいダンスやリレーなど、
毎日一生懸命練習してきた成
果を発揮した園児たち。元気
いっぱいな姿に、応援席は笑
顔と感動につつまれました。
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